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喪 2 結果-TWA岡性 3/6(刻。閉
口'A険性 216(33.3~揺}

TWA判定不能 1/6(16.1%) 

1'WAは6例中3例で属性 2例で..性 1例では判

定が不能であった{表2)，TWA鱒慢の3例において

はいすれt.Holtcr心電図にで軍復不鱒脈が認めら

れ 】例で."，怜心室頗伺. 2例で非拘能性む宣頻姐

がみ勿れた.だこの3例のを覗曜出撃は平均，，%で
.t>1J. TWA険性であョた2例加平均58.5%と比ぺて

憶かうた

s症例
TWA陪併であった位例2を後示する

症例 50歳の男性

主訴動作，呼..闘殿

既往雌 26歳時にプドワ脱炎伺貝サルコィド シ

ス}と訟R話される
現肩歴 2附餓閣にプドヴ膜炎にて近臨受訟。前斜角

筋リンパ鮪生検にてサルコイドーシスと診断される

<9成時に俗康診断で胸部レントゲン写真よ心広大を

指摘された まずどこの頃より動惨Bよぴ分作附呼場開

難が出現するようになり近医を受診した む踊""育波

倹査にて心京中備の搾稽仕みま笠鉱張束期径の範大お

よ"ヰ盆鹿山車の低下が認められた またホルター心

電闘では持続性心宣銅舗が認められたため，心サIIEに

よる心存会および心"銅剣を緩めれ，制査加..目的に

て当能ヘ紹介入院となる

心亀凶 ，，'"骨盤プロヲク，左船偏位

ホルターむ噌闘持続性むヨ巨額納金認めた

冠動脈治彫有窓な侠帯低認められなか勺た

左主治膨 ~2. #6が誕vere hypokin四-'，が

hypokin闘え 左輩"腕酬率は31%であった

心筋生繍非."各惇鏑上皮肉穿盟は認められなかっ

た

以前に前斜角筋リンパ節生検にてサルヨイド シス

とお1Ifrt!-れていること，ホルター心電聞にて拘後性心

宣銅納治認めら礼たととに合bぜ，左笠阪l何事の低下
がみられることより，本盆例Itvサa置と静断された
心室頻狛に対しアミオダロン400mg/day役惨され

以後心，，，.姶は認められな((まったため，アミオグロ

ンを 150mg/dayまで減量し外米にて能過観察とな

る。

外来にて TWAf"潤定したところ，V'にて剣山r

nl!n~ voltage 21. 29μV. Ahema悩 m出 24.15と何れ
も尚也を示し関候であった

本例はTWA検査緒行数日後に動停を主訴κ外来

.~訟，心亀創よ持続性心当証頻鈎の診断にてお院の教

命救急センタ に緊急入院と伝った

8 勾鯵
突然死の多くは心臓死であり巾でも可劇脈".の.

める.，倉は商しその予測訟として極々の方法が試み

られて@た その代表として路加第平向b電図による

心箆遅延篭似の検出であり，その有用役1;1:1.1ぽ確立さ

れている"と思われる この刀法の利点として肱非侵

銭的且つm使に施行できることであるがその反珂
QRS終末.."電位宕検IUしているため，心室伝導遅延
や脚プロックのある症例では適応しに〈いという欠

点"もあった。

近年mlcrovoltle叫でのT被の交11.変化を測定す
るTWllve IIlternansが致死的む笈性不隻脈の予測凶

予の っとして有刷であると縦告され注目を集めてい

るこの方訟の測点としてu加開平崎心理聞と伺俗L
"侵鎖的且つ簡便に緒行で..T厳の交互変化を測起
しているため。心宣伝碍越経や脚プロックのめる症例

でも測定できる点にあると屯lわれる

心サ艇に合併する不整脈は，右腕プ0νタや属当世プ

ロックなどの伝導障符によるむのが多いが，心室鎮1m
.含む心室性不宣肢もみられ，心サ艇にお砂る突然死

の胤闘の っと考えられる

今幽貌々が対象宇した6剛.，例にも右側プロッタ

ゃ房盆プロックが認められ，このような陸例ぜの突然

死の予測法として TWA肱有用であると思われた

また今回我々が行った検討において TWA陽性の

3例自主いずれも怠依心艶性不彊脈会認め ま車駆出寧

陪平均39%であり， TWA陰伶であヮた2例"平尾1

58.5%と比ぺて低かったことは注目すべき点である

と思おれた

8給悟
T wave alternarn;は心サルコイドーシス盆の'"疲

度と関岨する可能性が示された
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運動負荷試験誘発心室頻拍の頻度と機序

問調K俊彦・ 中沢潔・武者春樹・村山正博・

運動負荷鼠瞬は虚仙性心牧繊の診断や溜動耐容能の

評価を目的として汎周されている検進訟であるが。ど

〈稀に'ul!:煩鮪(VT)が誘発されることがある溜動
負荷&婚禽誘殉VTは，非常に揮担窓会少ないiドヘ疾息特

異性畑や， pj:lJl惨"')fjl依~，((どの特般により。臨床的

意設はいまだ.明な点が多<.偶然に遭遇した遂動滋

験訴処VTの取り敏いに図る喝合がある そこで。今

也隅々"運動試蹴認知VT(J)銅凶起源および自慢序か

ら，その符微を臨床制に検討した

8対象と方注
1993年4月 1"から 1'"年3月31日までの5年
測に当院で纏行した lν ッドミル溜動負荷詰戒厳
(TMT)の逮続7，105;f，を対象とした VTは5連発以

上の心室IOHヰ収織とし。その第四。起源"よぴ犠停の
権定を行った持続飯VTは30秒以上絢続ヲる VT

とした

心臓沼気生理事総衡(R同) 筑不繋脈療は検査3日前

より'1'止した 右盆心北部と右，.~出時から晶体刺激

(周期酬， 400 m胤)後に噂ーおよび2連発の早期刺
a被告む宣不応期に主主るまで10m鈴Cずつ短縮させ加
えた持続位VTが噛隊約こ確泌されている勾合凶I

3建殉の早路減搬まで施行した。よ飽のプuグヲ4ふ弘で

VTがE誘露発さeれも
で周織の乎t銭支を行て今〉た 心抱鮒回d剃M首概融は網a滋被燭期釘附
から3ωb切'"忠で s連姥を加えた@

加算平均v噌関(SAF.):XYZの双観誠司事より導出
した心電信号をプタダ電子の LV一割IJ解明ソフトを周

いSirllS<.>nらの方訴にf慢じて鮮柄した QRS鯵末節<0

m聴 Cの平崎電位以MS..)が却μV未満の時，心霊f遅

盤ヨリアシナ医駒大学側..内約

内".即1川崎市宮拙融 H6-!)

延寝起位(LP)陽性と判定した

VTの起源は VT波形から，掴Ui'-I.iVT閥鮒 1鍛自

の速銘捌から鎗定した.VT 1給自の連続期が処<P 

波骨後にある局合を姐utomatrC!ly，また，濯総則が燈

< T被上やT滋直後にある細企合間ntry彦たは
triggered activity{T A)とした組l'の判定に1.1:.Vl 
の鋼眠気生理学的誘発性。む."制磁の反品性，心内同所

の遅延地位制集結よぴSA巴のLl'有無を容考とした.

s結果
1.l自動負荷試験誘発VTの叙笠 V1がl'MTで

鵠発されたのは7.105例中幻例(0，38%)であコた.

そのうち.非持髭位V1"(5-17趨，平絢9趨姥)は2J

例(0.J2%){則性IJ例女憧 10例，平均年働53企16

銭入持続性VTはA例(0.0河%)(別性2例，女性2伊九
平k句碑手自信"ま8峨}であった

2 位例&愉下行枝に則%の残存狭唱がある狭心

佐の非符続性VT例(姐税引，.図1に示す T/I-1T約

3 分から V.~.で 5T-T は下降しU じめ， 約 6 分で左

胸プロック 左輸偏位の5遮の VTを認めた， VT 1 

泊目(闘l下段矢印)はP波より怒れて出現しているこ
とから，VT tIJ:序"，凶ltomaticity と勾えた銅賞ぴ~>û

総患のない徒例の非符鍵性VT例(依例 z)を'"に

示場 TMT約3分で左脚プロ γク，垂直触を析す9速

のV1'を認めた。 VT1伯闘{闘2下限矢印}はT渡直

後またはTi室経末部にあることから.，伺"'<Yまたは

TAの関与が与えられた本例のをoAEではLP険性。

EP5でも VT誘発す必E心笠岡所の選延電位も認め也

か勺たことから。VTの自慢序怯 TAと勾えた 罷質的

心続患の仕い症例の持旋位VT(t3.例31を鴎3上段.

その心室均所の遮延電"とS細川ract1¥1I1告発による高周

波心電闘を図3ド段広示す TMT約8分'"秒で.左

胸プロック 垂直"を示す符続性VTを認め.VT 1 
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智駐静"と運動負荷野心電関U:，!;Q紅側.湿勘負荷時に前発'$tLt.:lIJ!縛続性心議銅n波形.よ般有.と下段
にrnす

T....州問"'"凶
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時'1

，. 

図， .例2:1・質的心療患のない"..女性
w>>時心健闘告よ股在倒。還~.荷"に訴録された非綱緩慢心議航船被惨をよ段布側!:"f般に示す
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国 sε例3 器質的心a定患の訟い"...女性
'.飾的心電図左適量動負荷時五窃宛された心M傾倒波形をよ険 心蝋電気!t.!期検奇で有率流州路に認めた
心内局粛の選超電位.ド舵左fIll.sublraction訟刊を附も白た商h制捜心電図のQRS終末部符続位低電位e
下段省側に示す (HRA : ~者位右111 . HsE: 1::λ東心旬悶 I<VQT 右富流出路. V1' 心自信男1拍}
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安静・e

時 PVC(-)

心量産匝司限定。納町・'"働骨】
f-QRS: 125剛 健， RM~40: :lO， 7p" 

図， .倒5・鑓餅1<<喪.の.，い踊也明性

..・崎町 ，~

自鮒停止

円山 2・蜘

庁「子全

l伊聞・'0>-6..110
/-QRS: II・R油紙. RMSt.9I'v 

~~倒心電図と選鋤負荷"“H~'れた心室鎖納 tJヒ殴 . イ Yプロテνノールに，・...平地心電聞の
変化を下段に示す 11訓S イソプロテνノー"'， VT 心底釧拍。 PVc心書鯛外収縮。 f.QRS怖U町"
QRSの"鋭時間， I{M~40: QRS縄米侮<Om慣 の平陶電耐

績回《園3よ瞬矢印)ltn度制区上.たi;lTl監'"・-にあ
る ζk から，~を田I'Yまた"T^ の関与が考えられた
怠t.:.EPSでは右盆拠拠隠に遅延地位{凶3下段左側
矢印'"認め.VT b再現住をもヲてMJe ~ tもた SAR
による LP11陰性であったが我々が阿，遣したwb.

"低tiol1l.4"i'聞いた高周波心噌闘の蜘併では， QRS 

.. 当医輔区御.. 俊・It.flQ(幽3下段右側矢印"是認め.心

当主a重婚旬E位居住と判定した 以乞から.窓側のVTII
序1;1;ree制'Y'考えた ..質的心e終息の倣い症例の鱒
敏性VT'舘例りを闘4よ，そのEI'噂結果を随‘下に
示す TMT約3分20秒で左胸プロッタ， ... 支輸を示
す持続性VTを認めた VT 1相自{闘4上段矢印}依
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褒 '盆傷痕息による心草醐禍議.の比較

|岨恒剥(Jllll)IJHD叫申叫車醐齢制札

正i開プUァク型

正常軸と垂直軸 • li.軸恒位 -・・ • 4 

左脚プロッ，型

軍需柚と乗直柚 •••• 。喝同・・ " •••• む柚偏位 • 1 

左制帽位 ••• 。... 7 

e " 
。 持続性ι~鎖納。 . 非槽続性心盤劇的目 白 . u

製， &電電鏡患別による心室鏑舗の健序

IA蜘 抽 tECity| IPZ2215ι

1世血性心掛血(IHD) 10 
IJlD以外の心底串 2 

醐劃.，心症患なし 6 

合 針 " 

T波上またはT波鈴米部にあると2ヒから。rcentryま

た1;1;TAの関与が考えられた EPSではVT幌発不能

であヲた診にイソプロテνノールc償提費アトロピン役
与により，持旋性VTが自係発虚した また，VTの

cycle lengthよりも早い心室pacll1gを入れるとωーィ"

約に正常嗣調除と復するがすぐに持続性、Tに限っ

たその後1 インヂヲル投与により，VTは伶鋭しな〈

"り 級終的にはV1'もなくなコた以よから，本例
の VT複序はautomalidlyと考えた 組めて符安保な

所見が鱒られた例を艇例5として示す.旬質的心依患

の仕い持続性 VT(図5よ}で.る イソプロテレノー

ルによる SAEの変化を凶5下院示ヲ TMT後!回復

航 1分 20秒から 240bpmのVTが出現し cyclc

加湾出は210，1ωb，mと徐々に避〈なり.自然停止し

たControl~lの SAE ば {-QRSduration : 125 m蛤<，

RMS.. 初 7μVと1.1'陰性であったが，イソプロテ

レノール役与により f-QRSdumli凶は 138m関Cと

延長 RMS"I;I;4.9pVと低儲kなりI.r剛健{闘5T
脳出明矢印}に変化した以はから，，転倒で以イソプロ

テνノール役与により，，既成"回路が嵐性化する可
能性が考えら"た。

3. VT政ルと".を疾患の比敏(袋1l 様血骸心疾

。
2 

6 

8 

血(JHO)の VT波形はI お側および左胸プロック"の
底納偏立と左側プロックヨ自の正宗需給ヨ佐官舶を示した

CHO 以外のÙ~阜の VT波形は，左胸プロック劉の準

備偏似を示した 鱒質的心疾患のない例の VT ~定形
は 左側プロック型で亙術輸''''輸を示す例が多か

った

4. VTの慢序とその起源<'*Z):IHDにお砂る

V1の1I!I:iJ.はaul(1畑、"附'yが 10例中 10例。ω%l
でるった 1HO以外の心終息や鑑賞的心侠訟の仕い例

の VT殴a:1:tautomalicilyγ骨川"またはTAが同
期"であった

s 考割安
塁審健筏息と左胸プロック裂VT波形の柏偏位につ

いては心筋相~1HMI)後 VT と組不疲旅位右富民形成

催。')VTは在紬偏位または正常軌待先住VTは正常

輸または右"偏位を示すとの柑"・hがある 今闘の検

討でも 左脚プロック却を示す (HOの VTは左馳偏

位tiF.常枇 IHD);外のし鴇胤i主主嶋偏{弘鱒創的'V
疾患のない特発性、Tは疋常他候直紬とお軸偏伎を

示した以よから VTの超猟"運動負術試験誘発

VT.自然宛姐!VTと"こ貌碇ω後患によって何ー部
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位である可能性が考えられた

また，務礎疾患と VTの機序については。 MI後VT

にはreentry，ベラパミル反応現VTにほr悦 ntryま

た拡 TA.ペラパミル非反応型 YTにはr関ntry::t 1と
俗叫畑山叫，.特発性QT延長催候鮮に11TAが多

いとの報告制がある しかし.今回同倹討では，遭動負

荷試験誘発VTの少なくとも 1拍闘の機序は

automatici(yであることが多く 自然発信、 Tあるい

はEPS誘殉VT<は鍋序が拠なる可能位が考え勺れ
た特11:， JHDの VTでは。その脱皮が商い，.，えら

九 β速断裂役与は VTの仰制につながる可能性が示

唆された
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心房頻拍，非虚血性心室頻拍時生における

自得神経活動の変動

内藤滋人・ JfJヒ昭彦・..m 湯， ;n悶匡.，.'<t砂川品利・ 細江袋入・
尚問典明・ 4岨 .. 肱抽・ JII上武・ 広井知tl;.iI fltlill樹-
'Ji溜仁・外山単ニニ・ ".鮒作・ 大島茂・谷口興一・

額際世不整脈の発生に..，自徐州経柄働問変動が鱒〈

関与している交感神経語動の;iC巡は，自動能

(.叫omaticity)充進鍛発活動(triggertdactivity)の

宛生.不必捌の短縮などを介して鉱脈性不整鱒の発生

を促す ー方，副交感神経は主に実感神能低描抗する

ことによって.，債脈性不IOJ脈応対して飢f制的に作用す
る

近均九鍬脈候不蜂酬と自鰍神晦情動とo関連に関し
て。"にunl:傾倒を中むに綿々の傾告が毘められ

る"・3 しかし，C!)lIut帥醐icit)"⑨tril!8C事吋刷。v
;1)'， (a) ree隊"といった不量脈の蜘問抑倹封。ある

いは心沼健不星陵(特に心"餅鈎}に関する倹fll1少.
い。そこで。志研究では， ゐ溺額勉(ATJ.~ド..血性心

室鱗鈎(VT)婚生時における交錯神経 .. 炎感持続活

動防関与を心他変動幌併合中心に。巡動負荷""'.含

めて倹討した

S対象と方議
対象...当篠に結いて高崎被カテ テル・アプレ日

シuン<RFCA)に成Q，した心留期鈎7例'"性"時，女
性4例。年創46土'"健)l::ilNil血性心室劃御S例(男性

S例。定性3例，年働"主16.)である

むE事費覧船問内訳は'"附MはicAT: ~飢附mrlll1t

AT: 3例であり，定義上lI.ulO川aticAT l;t心弱期外

刺殺撲にて認発，停止が不可能で，wann-up~臨調札

α)01-downlJ!.S!公認めるbの白"噌ntranlA T 1.1心m
m外刺厳誌にて誘発，停止.陀詑tが可能で.他の陀
e川"性の上ヨ質性鋼拾を除外したものとした 亦園陸血
性山2区銀出の内訳I.!， auto恥吋UCltyあるいはIrlllJ(Cr
ωII.ctivityを機序とする右黛楓山路起源，.. ，性心鑑

nIF.JiI!l循環健婦"夕日鮒.週内"
t守"ト...前絹冷 血痕町叩，.，幻

繍拍mVQTVT) : 5例， rffnlry ~機1詐とする情不

整脈佳布宣拠形成(ARVDVT) : 3例である

各"ともに RFCA前後に.いて 24時間Holter心
官民図金記録し.フクグ電子'曜日PS-RRAによりむ鈎.，

期解併を行った

む拍変動緋./1i1;t， 抑xペタトル骨平析""としてほ，
RR間隔の平均(mcII.nR問。 RR"'隔の様揃偏l!(SD).

"働係像情CV)，先行RR陶闘に比し同m間以上

拠仕る RR間隔の幽..敏(l{R50)を附いた またスベ

クトル解斬街練としては.筒趨7 リ孟解斬により，

O ，(}t -O.15H~ の低刷波数領域IL刊 と 0 .1 5-0 紬 H，

の荷崩銑鉄側械(HF)を求め.きらにその比LF/Hf<'~ 

m幽し，副交感神経絹岡崎の術様である HFおよび女錨
神晦活動の紡様である LF/HF~mいた

RFCA前に'H'て，領風位不盤脈(AV.VTl搾生前
1.280秒間の弗λぺタトル解析抑様およびスペクトル

解析循恨の経時的変化を 256秒毎に求め.各群聞でjむ
鮫検討したまた AT，VTの発生鎗式に闘して.運動

負筒&尚策と Holter.(.，:;図よ9検討した.

さらにカデーテル アプレ >' .. .>'による制限前締法

前後にお砂る自徳抑制活動の変日包を倹討すぺ〈。最小

二乗誌によ り"地問 ω'"に刷tmgさeるCosinOT
怯をmぃαr，adianrhythm として野価した民FCA
前後にお砂るスベクトル解析鎗銀の変化を Cωil1QT

法に必Wる中央省自仏総so民，...鮒(Amp出叫.)を求

め，各払切に"いて比綬検討した

， .. 果
RFCA前の Holter心電図にて捕らえられた心房調

鎗の自徴およびcyc1e 除n依>lrr凶~)憾。それぞれ

lI.ulomatわ， AT で I~ 14図。 379:1:24.recntrant A Tで
l;t 8 [1!1， 396土"でおヲた また.RFCA耐の Holter

む篭園にて細らえられた心室餅拍の回数およびcyc1e
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1 month after RFCA 

300 

0 
6h 12h 18b 24h 

clock time 
図~ 5411:.女性.aUlomalic A T定例"制する'"司CA前後tQ>HI<'の妥鋤

Jcng山hnscdは，それぞれRVOTVTで松鶴岡

38'主37.ARVDVTで1;1.11回，刊5土.12でおった
図， .図2lL， RFCA舗にお付る.. 脈性木島脈(AT，

VTJ発生前1.280砂附のスペタトル解"摘探OlF.

LF!HF)の縫時的変ヒをZ四紗悠に示す

Reentrant Alでは。 AT!i生前に"りる HFおよ

びLF/III'の変動は認められ伝かった それに対し

automatic A Tでは AT発生512秒前より HFの千f
愈の低下とそれに伴うLF/UFの有意の上昇が飽めら

れた(図 11.
同織に ARVDVTでIJ:.VT知生断における日ド必

よぴLF!HFの変動は認められなかったが。RVOT
、Tで1;1;， VT発生2日秒前より HFの栴窓の侭下 と

それに伴う LFIHFの街恕の上昇が認められた(図

21 
すなわち.reentryを徴'"とする頻脈性才彪脈では。

その発生において自律相申鍛話勧の変動陪翠められない

のに対日初回m!icityあるい11tril:l:erωactivity 

を憐序とする autornat陀 A1およびRVOTVTの完

生には，iB足感柿催前動の低下と交感神総話鋤のIt:灘
が皆様に関与していることが，ji均.された

さ"に鍬脈候不轄脈の拠主繍3需においては 8川o
rnatic AT， RVOT V1では辺動にて誘発される例が

多("川Oll)at制，ATでは4例中3例(75%J， RVOT 

VTでは5Ol，中"時(&0%)が溜動負術武酸(trca<.lmill

testlにて誘発された.

凶3におυltoma山 AT症例'5<隆弘女位)に"げるt

RFCA前後の HFの目内災動をCosillor誌を附いて

示'J.RFCA前におWるHFMESOR1; lz.t.6m附 c'， 
111' Amplitude Iよ63.4ml'et:'でるったのに対して.

RFCA後における HI'MES01~ は 234.9msec'， HF 

Amlllit胤"は1舵 8mSC(:'と者向"に商値を示した
A凶'"鳩山A1'.RVOTVTでは， RliιA後のHF

MESOR HFAInplttuduはいずれも RFCヘ前に比し

宿意に瑚加していた それに対して，rccntmntAT， 

ARVD VTにおいて 1.1:， RFCA前後にお"る IlF

MESOR， HF Arnp1itudeの変良川ま認められなかった

(趨叫

表 1に各鮮に""る瀕原性不盤脈知生前の自徳神経

話劫の当官掛1.~盟動負術誘発性， RFCA前後にn砂る自
律神縦将動の安湖の結果をまとめて示す

s考穣
ふ官脱出防組"特発性4υ窒額納mVQTVT)と"'動

との関連に関しては。従来より種々の椴伶があり''''.

その誘発にお砂る交感神経系の関与が示唆されてい

る すなわち.RVOT、."運動や時仰向lcrcnolO)

負荷などにより言語宛され。その仰制にほβ遺概要覧が効

~的である
一方，副交感神経痛は交感神縦系と餓合的に作用し。

む霊剣初等の狐脈性奇襲脈に対して，抑動旬に働〈

特にむ筋相医者足後のむ2猛銅納やむ室制動の附岨を下げ，
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(msed) 
P<O.05 

P<O.05 

「ーー1

HF MESOR HF Amplitude 

RVOTVT 

図 4 RFCA前後6こ制するH.'((;ogln".濠)の変動

製 1 ~摺鋼脆性不ヨ医師と自律事.緩舌働

befo問 RFCA

日胡erRFCA

N目S目
rー「

HFMESOR 

ARVDVT 

RR RRSO HF LFIHF Exerclse HF MESOR 
(胆stRFCA)

Automatic AT I且時

Reentrant AT 1. .. 

RVOTVT 1. • 

ARVDVT I時司

突燃死を予防すると言わnている・i このように，不鰐
."白館側砲の隅に砿稿者寄"関連が認められる

近年1 劇脈性不登'"自律神経活動との関連に附し

て，特に心盤鎖柏を中心に鍾々の報告が認められ

る0).>) lIuikuriら川丸'"'"性ω終息に合併した心車
鎖倒的宛生前に LF![.JFのよ界が認められたことを報

s 

-・

• 
-・

官 官 E令

.. E令 E今

' 官 す

司 E令 C令

侍している また.，ωら刊 Hayashiら叫1.RVOT 
VTの発生前の心伯変動解析にて。 llFの低下と LFI

HFの上男が認められたことを報侍しており 歌研究
の紡舗とー致している

さらに本研究でほ心蛍頗舶にkどまらず， .C;溺綴抽

の先生と自律神経の関与に関しても倹討を加えた



RVOT VTとa停を閑じ〈する'"加n・tle'ATζて
その舟生舗のゐ鎗定通解併にτHFの低下eU'/UF 

の上昇が"ぬられ.醐安易書"“活動の低下."・8縛屋
橋働問先過が関与していることが爺峻事れた

また，lIutom祖licity，triggcrcd nκtivlty， re伺"，と

いヲた不".慢の.，予別にその自律神艦橋動の関与を勾

えると， A1'. VT 1:: t.に，.同"，制限序とする銀属性

不H'，悦制rantAT，A民VIlVT)婚生に."る自錦
繍経活動の働与"少(t-~ ./:: <Jjえられた S託".ら・.".
-'"の引s会tなる期外収臓の健全に"いても廟
受..鰍鍾8活動の低下と交..神経話勧附乃花道が認められ
たこと...，ーしているが， a々の鮒織で信自律神経活
動の鹿動M少なかった，

このよう伝釧脈候不鱒脈に対しで 近年高周波カテ

ーテル・アプレ シ.，による恨治疲様が締行きれ，

A.I'な成舗が飾告されている帆へ本研究""いてb
AKVD VTO I例を除いてすべて IU'CAにて観論に

ヨb ている
今悶 RFCA~胸像に""る自得神後活動のま・.む

鎗度.. 岬析の罰処より.Co$inor 援金周いて"陀I;dinn

，hνIh川 として検討した その鮒集lI....to町atlo:AT， 

RVOT VTの雀例に"いて.RFCA後に結いて

RFCAMに比し街窓に HF成分の槽加を認め醐""

楠経の改・が.. められた

このと邑低一つにI.l.RFCA区より鉱脈性不隻眼が

a健治したこ&による，，，... 置が褐ら仇たζとによるむの
.，.えら仇るが，色うーつには， AT， VT等の鋲脈後

不聾.1¥自体が実感"昼活動そのものに保温的に作周さ

せている可能性が考えられ，興味探い所見と考えられ

た

S繍爾

A...ton禍t附"あるい陪 triu~ed ~cti叫"，発生後
'1'>する創出悩ticAT.RVぴrVTにおいて.その

不盤斜舞生に1;1;1513得径が後鱒に関与して111)，遷S抱
負荷による安婦樽鰻訴働の"過の峨か，耐受:/iI神昼前

働の低下が絢ζ."躍であて"と さらに.RFCAにての
不惑脈制治，医院後には副交峰怖腿嶋簡の政省が認めら

れた
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特発性心室頻拍の高周波カテーテルアプレーシヨン

前後での述動負荷試験に対する反応

電気生理学的検査(心禽プログラム刺灘)との比較検討

大迫近也・雄弁英大~P.II'笠持処信・守村忍・

削除1直樹・ 中野経・ 内同文也・・ 。ミ中恵子"

s 目約 Cしはt50-41!lmsox:で.勺た〈表2)抗不盤脈灘."
符9毒性心~鎖的(VT)は運動負制試蛾虫たは電気ヨ

歴予約検従のむ誕プnグラム刺盤投6ニより認知可能f.t!.E

例があるその嶋盆槍lli-として祖uωm山凶r，Inω" 

ed ~CI;Y;()'， I・'icror....ntryが与えられるが，運動およ
び勾因性または外因性交感神紙活性に関連して 出現

噌揺する"特売性心室鍋』自の治桜に務刷波カデーテ

ルYプレーシ日:;.-(RFCA)を織行し" その剛後での

運動負荷量式峨k電気生埋'T'!JtJ検後{む宣プログラム.，
敵}に"する反応について比較繍討した

s 方法
対象は RFCA~組行した千I伎状の料先住 V1" !I 

例拘続性VT(SVT)5例，非持続性VT(N5VT)4 

例，平均年院"鋭(1J-61'俊}列性6名女性3名であ

うた{表 刊 傘例で附凶舗出nもし<It prcs)'""叫定

。.)!j!状を有した CI;o;<:.，1VTのQRSmOTphology I.t 
1V省出I闘で左側プロック下方帆:t.::i'区中隔側では。
お抑プロッタ左織偏位が3例。布側プロック右側偏位

が1例省側プロヲクよ方舶が 1例であった V'，の

褒 E 対.

一物舞伎心礎知附
{ギ均 ~Oii : 13-61 A:男性H ，女性3名}
J取得貸住心百貨頗姐 (NSVT)

符綬性心室，滅的 ($¥'T)

、.'T忽濫
有車滅"'0
'o'.密 l可両側

三.'11)，.:"71脚棚l肉料
{字削附側四・・ 2-IW
..，公鹿市民術続企唄険査当佐

9例

3例

6例

4例

5例

民3日間巾止後、Tread剛III躍動向初試験8刊に.，.訟

をカテーテルアプレーシ割ンの前日 3白後に行ヲた。

向伺中止の"別院はHI!発以上の心電性別外収帆縛腕
性心.:.iiMlh'll-認めるζととした 電気生般学的倹霊祭日

ぉυるVTの競売11.:ti宣心尖締右"涜出路よりの
む箪鎖闘釧撤U;(80-~胸/分).行合た心主矧外剰撤

誌は OCL ωo Ill!'. 500，陥{温日曜le-triplθを鑑行し

以トのむ益プログラム柳徹でV官が誘発され信い均値

合， lSOprOICTCtIOJ(ISP)1.0-Z.0μg/lllin役与下で同
僚の認発武騎を行った 高周波カデーテルアプν-y
ヨンは温皇制御商周波発生後包(500kllz.印℃の按

khアプレーシuンカテーテル114nun di封筒 t;p

elt'(;trode(8 F)告別いた週明底部位は"，必 napp"'8・
V1"時の辰早期輿r~ fflIf，仏 Purk川e IX'lentialを銅線と

した アプν日シ"，のcndpo;，l¥として脳V役与ド

の心議プログヲd網獄で.VTが誠亮不可と"勺たw
1.1とした

s結果
アプνーシ剤シ前後で吻運動仇Iゐ畝"および心主プ
ログラム概..に対する炭泌を示す{表" アプν シ
詞ン附。お主流!川路起泌の¥'TIJ運動負荷祇厳にて41
4全例でVTが甥苅された 友筆中耐聞出歯車のV1'で

はt例のみでおヮた これとは対K(])(Jに心家プU グジ

ム綱I/lに対してはさ定京中関側勾源の ¥'T.('11余例で

V可が訴持されたお盆蹴出路似縦の¥'T1ま.15I'!!!:1手

下でも 1例のみであョた。アプνーシN シ役会ての
縦併で 151'綬与ドのむ撹プログラム刺滋でV1'が読

売でさ信〈な?アブνーシ，ンを終了している ア
ゾνーシaン後ω A.;主主総州".，却の VTではSV1'は
誘犯されなかヲたがdiocalVTと同じ morphology

のV陀 N5VTが3例で鵠婚された
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捜 2 Patient山 .aderistiOl

l'aliem Age!Gender Symp¥"m VT 1.<.>C~tion moVmhT d VT-CI.(m5) 

L K，F 51' palpitation RV-OT 
25・

2. J.I 611.1 palpiuotion RV-OT J.mIs寸nfcrio. 醐

3. T.R 27 F 同時国"'" nV-()T J.nnn-iJlfc引'" ~， 

4， M.M 51' palpitation RV-OT LllllfHnferio. '" 
5. y，M 40.1 palpitat川" LV/mid-PS Rnnn-LAO '" 6， H，M 2HM palpitation LVjmid-1弓 Imss-副'1Il'1"I<>. '" 7. K.K 51 M ""Ipltation LV/mid-1宅 HB白B-LAD '" 8. N，T 騎" }同Illilation LV/anlerior RBBB-RAD 間

9. M.H 日" "剛自前 LV/mid-J唱 '"日IH.AD ." 
RV肝 riKht叩印刷到。wlr.制

L V jmid-I'S : le[[叫 ricolarI""'tcr叫 midwayfTom HIl"X 旬 b.~

":1 M果
?re ablalion Post ablation 

l>ati酬 :丸山
bVTeほ佃i鈴 VmT 15m 5 EV開T+oInSF F円"阿側梅 EPVST+1ω " 

右童施出陣

1. K.F "曲 Mappinll NSVT (-) NSVT Pair吋 VI吃 {ー}

2. 1.1 Pace Ma開"唱 SVT (-) V陀 VPC {ー}

3. T.R F.田 Mappill$ SV1 Paired VI'C I'aired Vl司; (-) {ー)

4. M.M I官a田 M訓円""11" NSVT 

北京中嗣佃

5. Y.M EaT!i田1Activalion (一}

6. 1l.M l'持田‘ M~I甲infl V陀

7. K.K l'urkinjc凹Rcntial (-) 

H. N.T Pace Ma印刷耳 日VT

札 M.H Pace Map刷，. (-) 

以上の舶来をまとめると。アプレージョン前。右軍

総出峨起源のV1は運動負荷試般にて./.全例でV.，
"誘発された 2駐車中隔側起源の V1は)/5倒のみで

あった アプνーシ櫨ン前。左盆中倒閣恥組縦のVT11 
EPSにで.5/5金例でV1カ暗発された 右筆沈出路

起源のV1は.ISP役与下のEPSでII1/4例のみで

あったアプν シ"'後，右露漉出路起源(1)VTで
は。 EP$+I$Pにて VT.1)1全〈読売できな〈なヲて

も。運動負荷にてc1inicalVTと阿じ"悶叩hol(ぽyの

VPC， NSVTが3/.例で誘発された信おアプνmシ

ョン後VPC.NSVTが，運動負術誠..により跡発され

た位例でも位吠"泊失もし〈は怪快し.l/叫(~心電

悶でも， SVTは認めずVPC.NSVTは減少軽快して

VPC VPC NSVT (-) 

SV"I' (-) (-) 

SV1 {ー} {ー}

NSVT SV1 (-) (-) 

SVT NSVT {ー}

SV'I (一} {ー}

おり，jl~アプレ シヨ λ 役寮は行っていない

s 場照
アプレーシヲン附の趨動負荷量え験に対する反応の納

退から，右鐙総出路"測のVTは在到底中隔側と比般し

て!運動伐向訟織で誘発事が高〈。む案プログラム刺

激で誘発されにくいことより，自伶仰経沼町の変化と

より関連していることが考えられた

心室プログラム刺搬により君主筆中隔側紐輔の VT

肱誘発識が高<，逆に右盆..w絡組酒のV1陪齢発リ艇
が低いこtょη，布2量流出時起源ま automaticity.左

京中剛健也源院川区鮮問dactivity， m即 oreentγ が

VTの発生様序として考えられた・i
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アプν-:/>1シ鈴f時，全例で心盤叙拍および，む

室性問外収納が ISP役与下の心室プログラム事"'般で
鵠宛できな〈会ったがアプνーシヨン後の巡動負荷誌
験で右'"拠出防組磁の VTはNSVTや VI'Cがより

多〈窃掬された。カデーテルアプレー""ンで才盤脈

占志賀 $ub$traleが向僚に焼灼されたと仮定すると 不

縦訓修飾図子としての自律神続へのアプレ ションの

..曹の違いが運動負向玖般に対する反応の結果にでた

ものと勾えちれる 心筋肉層の自律神経走行は左盆と

お箆抗出路で大倉〈典旨ると色。右貨流出路の自徳神

経分布密度'"''室に比べて極.て高いこと，アプνー

シgンによる交感神経応対する除神経効果が左右交感

神経では拠去るζとが額出として増えり札た。

s繍.. 
布告監流出船起源心室鎖的は，左虫中鮒C回目超源む宝剣

鈷と比絞し，その発曜機/1'に運動負荷との関連がより

，.，.った右禽務峰崎I::t;:;ttr:t関側での自律神経走市，

分布密度の遠いが不盤厨慣図の相退'"適しているこ

とが犠穫さ札た

8 文献
1) Monl L， Scixas T， Bru!lada P， et al : Clinical 

olnd electroph.y由 l剛山racteris山， 01 

exrecise-rela岡山帥 v細川ular la ，h，ωl'Uia. AmJ山内rJiol1991 : 68 : 897-9{;。
2) Morady F， Kadish AH， DiCarlo L， et al : 1..011g-
t..nn results of叫由 ablationof idiopathic 

right ventricular !achycardia. Circu/aticm 
1990 : 1'<2 : 2093-2ωg 

3) Okumura K， Mat8Uyama K， Miyagi H， et al 

lilltraInment of idiupathic ventricular tachy回r

dia of left ventricular origin with evidcnce for 

田川州 anarea…conduction and 
.1下院tof verapamiL Am J C(mJiol 198栂 62 
72げ→732

~) Sc:h.wartz ?J， Sto問 HLand Bro刷 AM

E符ecte!!of unilateralstellate gang1ion blockade 

"n the arrhyth庄司副 a鑓 ociatedw山 coronary

似""割on.A m HC(Jrl J 1916 : 92 関9-599
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心筋梗塞における運動負荷誘発性VPCの意義

山中英之・ 阿久溜"，.

武中事樹・・ 篠塚

， .的
制度傘心における運動負荷完売姥性心a位則外収協はし
ばしば致死刑不渡脈の俊伝t;!"り 突然死の原聞とし
て問題となる このむ京続期外収鰯(VPC)の出裂の磁

序としてl 梗嘗関遮慣騒の trîlõi~redactivity，働省司底
流 r~nc!om rccr叫"などu崎電気生哩学ぶ諸訟は隼げ

られている"が，v筋郎総の両からの検討は少伝い今
回主主々は。運動負荷訴宛儲V.刊Cについて心筋血混の

観点から使話器開運鋼織のむ筋血総勾配と悶鵠を組狐と

する組動負荷訴殉性VPCとの関係を検討した

S 対.と方記長
語急性JOji!l還減療訟を施行した陳日性心筋使*44例
(運動向術誘発性VPCの幽税を秘め敏い2沼例 Vpc

{ー}瀞と使巡閲溜領担棄を 'ocω とする VPCを認めた

22例 VPC(+)静}に対し，辺助負。1制 TlSPECT t 
行い。劇場関連鎖慢の"'施勾砲を測定し。この血機勾

配色間舗を組祖国とする運動負荷誘発性VPCの出現と

の関係を検討した

"..動負荷2・'1'1SPEC1' IJ.自転取エルゴメーター

を用い， 50Wより開始し， 3分毎におWずつ網'"
る催銀限界性多段階負柑で般大負倒的に捌1'l17C

mBoを静f咲い"分後に str，惜"l1al':Cを4時附後に

delayed imal':"を鰻像した

2)梗通信鰯位の向定と..，露関連鎖繊{権禽銅織とその

胸辺領繊)"血流勾偲の算11m法を図 1に示す使11!1II
位は心S並区羽阿見に些づ舎，画像所見上O)jf.常心筋血流
の平均%uptak..-2SD以トの領域を梗饗鎖械とし

た血流勾配は profil..山門eよの各点での傾きとし，

明大開柑鍛3附

. 岡 放射録制

{守'"勝M 東京醤姐 区舗の台 1.5.8)

貿儲鍾・ 長""盤俊・

明" 片桐敬・

鍵常'"から.."佃へk移行する'.拠郁(すなわち便番包

周辺観峻}における"0民eω~. の最大の傾宕を機"
限拙鋼駿の血流勾配 乞した 領揮権制曜領域を focu'隠と

する V陀の確認は，題動向何時に出現した VPCの

!2誘糟心地闘波形による10関phsonの分"，"に革づ
いて行った

s結果
" V陀ト閣と V陀(+)野跡調..節也桜'"筒
聞出制邸時)， .. j出問 fr~ction で有"刑事認められ

"かった また，述書協品目Eの指爆としての属大溜"'負
荷時の心銅像と rat..pr問視ureI}f(xl回 sも問瞬間に行

窓翠は認められゐかqた

2) 'J(鯵時，負荷時ともに相官口盗周辺領械の心筋血沈勾

配はV陀(聞に比し VPC(+)鮮で有窓に大智〈、

特にこの傾何は負何時に願者であった(闘2) 
3)安紛時から負荷時への柄商務周辺領域の血流勾I¥l

"変化盤l.tVPC(+)麻にMいて有怠に大きかった
(p<O.OOOJ)(闘31

.)運動負術開1'1SPECTと何時期に施行した泌動

脈巡膨で''''沼海後の再狭潮はVPじ(-)瀞ではn例
中2例のみhー認めりれたのに対L.VI'C(+)群では22

例中 20例に認められた.

S考後
続家心において織血が閣与するむ室性期外収縮では

榎遜周辺都の虚血zoneがしばしばそのfocusと伝る

点て仰姻kなる"そこで遂動負荷により大きな変化

を示す領援である..'"湖辺僚の虚.， ，別杷 すなわち

鎗爺捕から椛溝部へと修行する観綬ーの心筋血流の勾

配に着目し.岡部を 'oco包とするむ宜性期外収縮の出

現と6淵係について検射した

今回の夜々の結巣では V陀を認める例は安静時。
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園 1心鏑姐.. ・からelfC岨 f，nlltl.1prom， nrv.ーへの展開ιa・鋼温.
.の心勉血注勾・.~計測
得られたω.. 画像を短抽俸においてdrcumferenlialpromc eurv電に風
聞し，榎密錨から健常穆へと移行する領電の，<0削εωN'の履火般分係
IU% ... ptakeJ角度の傾.のa最大値}を艇温調遺恨鳩の阜商t勾配とした，

園， VPCと血泳勾配の関係

.，働時および適醐負荷"の使創周辺傷厳の心筋血湖底勾市~-t"す .，・・8
血概勾肥ま V町，-)例。鈎~O.IιVPC'刊"。臼企0.23.負荷時血
鎗勾E怯 VPC【 }静.."企0.22.VPC【+)梼1.I0:i:0.48と安飾傍，負
荷闘ともにV町【+)"の梗>>周辺領域の血擁勾艇が布震に大きい傾向

が認められた，.，静IiIp<O.OOl，負制時 p<O.OO(1)

負荷時ともに寝萄剤辺部の血統勾配は有怠に〉にき<.

殊に辺助負何時にとの，.向が綱同署となることから.隊

旧性心筋."0での使筆陣闘麹領織をf町mとするV町
の出現肱安静時から負稽時への担当協周辺自Bでの血値勾
配の槽大に起因するととが示喰きれたまた.V町出

現例で持還流後の再狭嚇を呈する例がほとんどを占め

ることから，この血視勾配増大に伴う VPCの.，取は

岡遺漏由貿B食後の使造費任冠動加の蒋狭帯広よるものt

考えらtt....(.0にお砂る温駒負荷揚舞伎VPCの出

現が待遇"'."豊後の再俊市の知徳kなり縛ると kも



図， ，健働掬命、ら負情"への健禽周辺傾績の血;.勾居の

変化量

血統勾胞の変化.はV山 (-)nO.13:lU.17 
¥'1'<':(1)解 0.5;主u で VJ'C(I)訴で有驚比
大きか勺r:，(1' <0駅."

心脆 Vω" sωPPL.2 (問附) 119 

に。vrCIJ伺t例での便利関連管械の山行再建が健機場

辺脅鮮の血流勾耐の減少をもたらし Vl刊Cの宛生.仰制

する可能位が予処された

a 文献
1) Gall3.Jlh~r JO， ct al : Elcctr<>llhysinloRical mcch 

納期間 for""mrkular arrhythmias in pnti~川崎

叫 ml'oc ~rdial i川町lhesiologic

m聞 der.川"崎町 11.J白d的内 .c V.ωc 
A"箇幼 1997: 11 : 641防6
2) 100仰hsonME. et nl: Sustaincd ventricular 

tachycardi悶 1/<.>1...01 the 12-lead clcctrω削吋'"

gram in locali.叫 si!cuf田区in.Cira耐刷
t抽lω25;

3) Ju悶nC. Pcdru ll. A泊 C.et :11 : Acutc ischemic 

、マnlricubrarrhyU"n.a語 1npig with hc~lcd 
myo四 rdialinfarc!IOI司 ComparativeeffeclS of 

l叫 miaatadi削"州 ischemiaal the 

infarcl剛氾 CircllJ"lioll1991: 00: 6:~~-6湖
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肥大型心筋症にお貯る Twave alternansの検討

縄問術U・ 大西伴yj'震掛明日;J:!' 111織荒平・

足立網"・同総克姉j・ 山辺倫・ 横山光.，・

i鈎，，がにR附enlmul1l勺"が.111111性心繰息例に"
リる酒量鉱心京佐1"J護厳と，その予泊凶 (-1としてのmi

ロ"Ovoll・肋dのT-W創l'Altm間前ITWA)色の硲い

柵剣位はフいて縄7慢して以来.器質的心智駐車.，者に"
WるTWAの省附伎が院凶古札ている今回使々は

肥大鹿心筋後“I(.;M)において TWAH・"した

S 鮒.~よぴ方法
対'H1~院に必いて TWA t'制定した HCM 16例
{男性15院女性1例.56企"雌)tした侠息の内訳

";11閉温度(HNCMII3例，心:kM肥大ll'HAPH)'2 

例，問調陣開HOCM)I ""であ，.附CMの内訳"

M.IOTOI1I11.!1l11 l1li， M.arooll.ll!が2例であヲた
方訟は当院においてC刷川河川IIC 11創刊社製
CH 20∞金川川白fi，.ijb.ルゴメータ-，し'"ぺー

シングにて心街歓を 105bpm以ょによj押させ TWA

e測定した I'WAの判定は。白川nらのTWAtli判

定;!IjJSI!"に縫い。 TWA陽性Q!(TWA+) 険性U

(TWA-) 判定有能11(10)区分a訴し"

'"に磁厳司，.，ヒして，様相"誘導心電図上の

5V，+!(¥'.'側.'1<修制心電聞に加えての班員防負荷時の

迎加 5T-T 変化(Ex-ST)の事1"11 .加=~均む湖底嗣にお

りるω:0:選経由巳位(Lp)の省繍.~馴岨j育~検話集での友

盆低限(1ヘ，vl.q，厩厚(JVSJ，配当証鉱駆梨悶僅(LV以11
左箆内側短縮率(%FS)，)/:ルタ む噌同上でのむ"

俊則外収縮(VPC)のiUk，~最高進..・位。心~Ji!I伯
(VT: VI'C 3巡殉以上》の有....仮眠盟でのHCMの

千iSR g超然犯の制緩について鑓ぺた 以上のパラメー

タ にウいてそ"ぞれ陽性...険性Z容にて t検定を州
い比燃機討を行ヲた

-…叩1内側
t守山7 IIfj'lrr; 'I'!/!;叩 1.~. 1)

S舗網R
TWA+は12例， TWA-IH例であった Maron 

"， APH， HOCM 11すべてT‘VA+告示した.L，爾
住I.tTWA+ロ例中3例区認められ.TWA で"全

例認められ=かョた S¥'，+RV.ω.F.x-ST. Lpl.:ヲ
いては'"聞で~l皆殺を協の伝かった。

心腿."守厳検査よのパヲメーターについて砿，すべ

てμついて 2~明で布認雀は認，内れ.か勺た

ホルタ一心地闘1:，VTが秘められたのは7例で ヲ

ぺτ，，~緩慢の VT であ'J . 'I!:例がTWA+で，<

O怖と街怠釜.認めた VI'Cの..eではz静岡で有
..援は，，~ら礼金かったが遣先微については

TWA+が.. J主3も TWA が0.5土1.0と有"に

TWA+で尚也でh.，た(p<O.OS)。この節果， TWA 
の VT に対する ~"s;ti\'ily 111ω%  匂田正剛IyH 

%. Predictive att凶racyIl69 %であり.$ensili叫"

"'"値でめった

参:に司陸銀匿の節調院では nVA+12例'1'HCM疑い

の家..艇は"岡仁認められゐうち2例に笑餓死H.Iし
ていた TWA←で，..例中3例に HCto.l疑いの*'製

E曜を抑して"り，家鉱"の有鱈で112飢閣に有怠援を

秘め仕かったしかし全 16帥』咽然死4出した2例肱

共に TWA+であった(闘1)

， .. 到R
HCMU.予後儲ー般に比般的AiH:いbれている

が 予織の患いもの11..広司傾倒繍鍋値とt.t1) .泊'健闘
_.型車性心等性不釜威令，重症の心不全国ヨ修陰患で"

'"る MeKenna "，，，や M.帽3 ら仙'"健~死の危険
因Fとして.(1若年者側ω2)._民氏 3)VT (t留めた

成人例匙している 突然死告予知し，他険"を判別す

るかが臨床上S底堅金問題でめるが ホルタ一心電図以
外で突悶死金子削しうる乎険として，母近I主目されて



〈連尭敵〉

pく0"- {‘) 

<VT> 

p<O.05 
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〈章旗歴〉

司

TWA+ TWA-

価

TWA+ TWA-

医盟問苑

TWA+ TWA-
国 1TWAとmルター指揮。京績理の倹肘

いるのがれV̂ である TWAは199'年 Rosenbaum

ら"が主に憐実的心疾"を有する"者の致死的心lI!位

不盤脈の予測劉子としての有用性を線告して以来，

峨々な心鰐胞と1'WAtの関係が研究されている。
19%年Murda'h"ら11HCM患者において TWA1: 

炎然死のうF測凶予として有用であると組告した また

本郷でも 1997If. Mumiyamllら"が HighRisk n.致
死的心室性不盤'険金認めた例区 TWA陽慢であり，

T¥VAはHCMの HighRisk幹を見分防るマ日カー

としても有mであると紺告した今岡総々は， HCM16 
例の傾討で TWAと心臓組奔放験禽術僚とは有窓"

が認められ伝かったが非符続性VT7例金例に

TWA陽性で。'"鹿屋で突然死.有した 2倒換に

TWA陽性であった今後TWAがHCMにおげる突

P.iJl;の予測図予として有問か草野か.p'図pe<:Civeな研

究が朗仰される

s鎗宵
J) T、V̂ をHCMに必いて倹"した
2) TWA+は12例， TWA-は4例でaむった "浮

聞で心電圏鎗楓 Lpの有無心エコー街僚とは

有意差は認められ伝かった

3)非縛続性VTを認めたのは 7例で，金例

TWA+であヮた T¥VAのVTに対切るSensi

tivityは1∞%であった.

4) 5Dの家銚艇を宿した2例f;tTWAトでるヲた
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-シンポジウム「循環器負荷且触と不聾眠J
総合酎論

座長中野鎚(三鼠入斗金医学部第1内科)

中野(座長) hりがとうございました それで俗デ

イスカツヨ"" /に入りたいlヒ思います 予定
より 10分遅れて始まりました，，1，30分強の

ディスカツシヨンの時間が残っております. 

. "，先生，よろし〈お酬いいたします

野原{座長} さっそ〈デイスカッシ舗ンに入りたい

と思います 皆さんお盛れかもしれませんの

で商自〈廃閲していただ砂れぽと思っており

ます

まず，運動負荷あるいは他の負荷によって誘

発される VTを含めた不監肢の:Q;&I;l，予後
あるいは泊"酉で非常に'"警な.. 分だと思い

ます心不全の泊度目"は.exerct!¥e tOler. 

a闘を憎して鍾盆のネ箆厳を''''し， 予俸を
改修する，こういう意味に沿って轡えれば，

や肱り負荷による心室性不盤解あるい信心房

位の悪性の不整脈が幽ることを判定すること

が非常に震要であろうと考えられ哀す訴し

b村山先生と下村先生が来ておられますが，

級似の演題S-1の書考文献1)にあります耐

先生のE友'"鎚 andarrhythmiaというJpl/
Ci.凡 Jに銅線きれた..文は私も麓ませてい
ただきました この教科術的な論文が出まし

でほぼ2C年，方法輸はだいぶ変わってきてい

ますが，このような立"な省文が出てから今

までどの<"'，'の進歩があったかということ

は健日間だと思い虫ず.

本日のシンポジウムの腐開で弘自身が.. 融会

持っているの陪，先ほど質問がありましたが

両現牲の附姻， risk脚 atlficatiollの問題t メ

カニズムの問題などですが，それらを含めて

訴を進めていきたいと思います

勾ー人ずつ何通たいのです".予後に測して

U後に闘しまして，大きな問題とレて刊現住

の問題があり去す 1圃幽たからといっても

"してそれを'"山村eとして縫えていいの

野原隆司(京郷大学医学研究科循環動懲学)

かどうか私自身も興味をもヲてやってみま

したが，再現住カ勾ド備に低いということが，

特に起動の治合に剣術されるところだと思い

ます

まず.，監マリアンナ医大の"'，.先生に伺い虫

ず。先生自身も再現肢が低いkいうこkをお

っしゃっていましたし，それをどのように

評価するか，あるいは料理見性を良くするため

に何か努力しておられるかどうか。その辺か

ら"縦ししていただげますか

商摩 暫占翠も列車足併はと旨いと考えておりまが 5年
間の全てのトレγドミルテスト金銭討して，

MとんどのVTに関しでは官員数闘の辺助負
担専を行っていますが.VTが再現したのは27
例中2例と非常に低ル唄度でした ただ，と

ういう組側には何らか治療を行っている絹合

が多<，retro~pective に評価していますの

で，十分戸検的と陪冒えないかもしれません

野原(艦長) ，いうことは，線網も時間郁払ある

いは負荷量.全て阿じようにずれI!.遁働負

荷にも"j1jJJt惨が幽て〈る可能性があると狩場

えでしょうか

F町家 そのときの状況だ砂ではなく 運動負荷で多

いω箆期外収縮がちょうどいいタイミyグで
入った色きにVTが出るのでUないかと考
えているので同じ状況でやっても同じよう

にVTが阿裂され仕いのではないかと考え
ております

野原{座長} もう 人道勤良初でみておられました

大道先生いかがでしょうか同じ質問です

大遭 特発性心宣銅剣IJ.，非虚耐性のものに限って

いえば，右翼...出時のVT1;1:比鮫的再現慢陪
いいと思います逆に左盆の巾関側U非曾に

慰い 本当巨流出略の4例は，他の纏殺でもす
でにトレッドミルの運動負荷をされて紛介さ

れて来τいるのですが。 4例中 3例が""



S凶 制 限 dVT， ~ustained Vl'は読売さ礼て

います 省室I.!!!IIl賂でlま自律縛綴の桝E貨が商

<.週岡崎甥宛怯に商いとみています 再段位

について も。 符発性心室頗伯の右盤沈tH，停に

限ヲては比較的高いのでは会いかと思いま

す

野原〈雄酎 メカニズムに関しては後ほどお伺いし

たいと思います.山'.'先生。肉じよう.質問

で，再腐位の悩いこと告いかに場えるか。あ

るいはそれを kげるのに何か努力はされてい.，か
山中 蒋現伎につい亡は本例が“例と~ :H..' ret 
rω9ωlivcなstudyのため，それについての

検討が令されていないのですが.シンナグラ

ムという検査の特性上 Vl'Cを認める針測の
仕方が方法諭的に変わら伝ければ白持現性隊

比般的商いものと私服考えて"りますただ.

本来VI拘Cという概念がリスクを伴った不堅
脈でるりますので このよう佐樹合はさらに

梗週佐賀任冠動燃に対ヲるインタ ベンシ"'

を加えるという方向性を縛って"りますの

で，向じ.. 例.何回もでちるかというと.f.y 
性上鎗しいので陪伝いかと思います こうb、
う状舗であればすぐにインタ ペンシUンに

入るというシステムそ作って必りますので，

袴現性に倒する倹討は， 本来~らばするべき

なのでヲが.今のところ図簸なのが呪状です

野原(座長) そうしますと いま"訴しされた3人

の方は，荷風伎をみるという工夫はあまりさ

れてい仕し山たらそれ11-策路負であって

r (+)である」と判定されているわ妙ですね
それでその後のいろいろなことを fこれ"
'+)であヲ?とJとして留を溜めるというJう
に巻えていいですか

山中本来VPCの出現の科現住に閲する検討に関
しては，，"々の施設では r負荷タリウムシン
テ+遅刻負荷"トνッドミル試験Jを併mし
ており 削省のS悲鳴を比徹すると。将現性は
比鮫的高いものと考えており.す

".. 当4貴重区の'.'沢が狗波性について験tiHしており
ますが トレッドミルを何回か掬行するとき

に，録初防ときが，自徳神aの関与のためか.
PVCやVTが起8やすいという鰍劇院を侮ま

した。2四日以降は，慣れの現象の幽る可能

性，増え普いといWないと思ヲています。

....，院長〉 そうしますと運動負荷試駿について

".虚血だ"ではな〈自律神経の関与がかお
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りあるから再段位が少佐，.る可能性がある

とお勾えですか

では神8識の関係で s-~ の内頗先生。 LF'/HF

やHFの変化はいろいろなかたま3で見てお
られて，同じよう佐官民"で同じように賜外収

縮は...すかあるいU同じようなI..F'IHF

あるい1;1.HFのポイントをとってみると 自
律神経のある条件では凶る砂れども，出る制島

合は必ずそう4まっているという必裏十分信条

件として拠えることは可能でしょうか

内聴 お示ししたよ うに.RV outflow、Tとauto
matic VTにおいては同税特をbヲて綴脈性
不建脈の域合t志向じような度化告示していま

ず ですから，荷鹿住を曾歩調働合は不鼓脈

の彼"別に符えな付ればいり偉いと思いま

す 白儲神絡がか'"関係しているむのは納

楠商いでしょうし， ri血"個路線がか伝りある
喝合はそのときの吠況に応じてかなり違うの

では令いかと滋います

野原(嵐長) 先生は.. 血が関与しないものに関して

1;1. jlim性がかなり向いとお勾えですか

内・ 高いと思います

野原(嵐長) しかし鹿血が関与するものも自開紳経

合関与している部分がかなりありまヲが そ

れについてはどうですか

内5・.，庁の舗になってしまいますが，慢序kして
lまリ忍シトリ が関与しているもの1J:pJJ:迫性

"乏しいのではないかと思います引き金と

aるよう，~extraが入るか入らないかでかな

り遁いますし そういう而で後序によコては

っきり分"な〈てはいげないと思いまヲ

野原(座長〉 れに対して反論がある旬両省の方Uいつ

"'ぉ訴しください

そ，るから長術大学¢川β丘先生がお昔前しされた

pa.Clng負荷ですが，これはか佐')1I1瑚僚があ

ると息うのですが'''1巳よって健，例えば，
r.rにつuてbコンプライアンスの趨いム也

の人とか。いろいろな病息によって合りなり焦

が仙て〈るのではkいかあるいは剖n=
やappendllReの動きそのbのなど，いろいろ

必修飾嗣子が関係して〈る可能性が移ると思

うのですが，その辺比ツいてコメン 'をいた

だきたいと忽うのですがいかがでしょうか白

山近私のstudyの場合は不蛇脈を誘発するわ"で

は生いので。方きた諭としては-"碍裂性砂あ

るのではないかと思います ただ，この三つ

のパラメータ をやるときに。ある"ラメー
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ターで陪ツaンケバッハ，.出て，他ニつu
1 : Iが幽..ぞれじφやめるかというとb
，ー度やるわ"です ."越してやると摩た

1 : 1が幽て..す三者ttd : tでるれ
ばエントリーするのですが，この辺凶自繍樽

鍵のー時的な脇与があるのだろうと思うので

すが. 1 1ω同副』側が憎られれば金て

練用してい'*1'， 11側rtrilltl! 1;1:-定食ので，

磁kんど魚仲1'-納だろうと思い慮す それ

と.paCit¥8による.特に先生のおっしゃるよ

うに左ω耳のU舗が後いのでそ乙の計欄は
鰻しいのですが。調館に傭々の変動パターンで

相互関舗で比叙して.，ますので...件は

個々で遣う砂仇ピも個々の評価をしてい〈と

いうことと.I!外をζ主にペーシyグをする

ニとによ，て逆に陸包rtm開側はあま'し

盆〈なヲて〈る乞いうことと..時aがM宣伝少
しvulu!l'濯が嫡えτ到りやす〈会るというこ

主で，開d噌をするζとによヲて計棚が爆し
〈なるという鍾E・6まなかったようです，

野原{血長) 5-6の岡村先生，先ほどの貿側のとき

にもめり慮したが.かなり袴風住がある。む

しろ鍋り返すことによって良〈なるというこ

kむ勉厳しされてい息した 鼠複するような

ζ.に信"すが.い.のー適の漬物の11の
必管え.周じようeことでしょうか

&111 e大鱗心筋露書記闘しτ1..今まで寓現役.み
ている."では.TWAのほう"嶋よ ，.，
闘目のほうが槍〈幽る&いうことが見られる

ので，が再現性について他の全てのいろん

信u.含めて TWA~を とってデータをと

ってみたζとがあります Valtやratioによ

ヲて_.. 付時d圏1'"明闘隔を定盆しています
が.V叫がか砂り高い値を示ヲむのに関して
は荷暁設があるというこ色で.TWAの蜘砂

tair.ed allema凶凶脳性.1ヒヲていいのか険
性とと9ていいのか，ぎり.りの暖隊なと ζ

ろでほ1'1別館u不楢かなのですが.あるlilI
E電ぃ舗でv.1tが幽ているものに関しては，
ω%ぐらいの棚倉で伺厳皮がある邑いうタ

ータを翁施設で仰したととがあ，.す です

から継のVTや麺動読売に比べると TWA 

のほうは将現像1..だ高いjまうかと思い』院す
が，もうひとつ当血縁でやっているのはP"
'""で.p民 lngで(， TWAをとったりすると
とがあり志す.t. f!， .;ん運動で隠神錨の関与
などがどうしても関わ令て..すので.pac 

'"でとったりするγWAのほうが湾現役と
して院しヲか9 したもので，，~いかとも轡え

てい愈す

.... -つM聞きし息す. T-wavε.t除~Mの選

動t当初.した"例で.遍航機f!VT 61111た紋
10の.lJ町=百 rali。ιvτがな 〈て rale
が上がっτ鯵DOた状況のallemBs!ratlo 

と".同じように伝るのでしaうか それと
(" VTが出たと8にはaltl'ma阻 ralloほ尚

〈伝るとか何かそういう変化があれば教え

ていただきたきと思います

.館組E動ゃに TWAを主るものでは VPCが金

舗の心鍋のうちのIO%UIえると.lJ，..
~M'金銭取り込.. <なるので， これU判
定不能という ζ とに~I) tす 思布陣さんがひ

とり入院していて.VTがばんばん幽ている

ような紋障でTWA告とるのt.ttもがある
，，，.請書ち若いたところでTWAi" eるのと

でI.t.， sl盛tai刷ec!#)VT DI幽ていると曾には

1+1に似ているものが【ー}に1Uたりというこ
とはありますただ.idiopa.山kなV1やRV
のolltflowのVTOどの樋舎はTWAは凶

.せん I'WAが幽るということ"."質的信

心袋患があるような例に幽るkいうよう巳

民側~"'=が姥表しているヂータほ近いも
のが当施設でも見ら仇傘す

爾調院先生の主ζ，で"'"例としてDCMb多〈や
ヲて象5られると思い怠すが DCMの症例と

HCM の症例&で T-wa~ aJter明'Mが出る

栂8・111位がaう....通常はXYZ，VM， V， 
が多いといわれてい志すが.HCMで""こ
かに曲出国酬が多いとか.民 Mだと全

体的にtUるとか， 何かそういう篠血絢興住が
.れば教たでいただ曾たいと思います.

.図ぞれ1;1.， . tしてはあるのですが。エコ の
肥大鰯位とー殺したとζろにー脅鏑い.ltcr

M附が"'るかということ踏まだ繍討倍され

ていまぜんただ，家としてUそういう.... 

，'Jljれば面白い&とは思ヲてい.す.

...(償提} で肱次に.....に附録した心ヨR性期外
取舗あるい陪土富伎期外収舗ということに的

e・".す a・によヮて心室住期"収館総
摘拠に誘発され怠すか，めるい1;1:.'性虚血..

心筋梗"'の網島合"不可逆伎の鑑賞がめるかど

うか&いうことが火容な迎いに伝ると思うの

ですが，商家先生。その辺についてはいかが

でしょうか



耐.，.，.の掲合 IIIDa躍に関して"先ほどu示し

しましたように，OVJの 1拍Ilの根序u
autom;副cltyでは4まいかと思いますただ.

その後にその人が副島taÎ IlI姐 VT~起ごすよ

うな創tbstraleを符ヲている楊合には.リエ

ントリー回路を通って加stainedVTになる

のではないかと考えております

野原{廠長)"111のみで..ζ?lt 1"'11. 
爾賞候 それは.卸国'''，がある心筋綬:0ということ

に&ります

野原{艇長) 急性虚血と慢性虚血と同じようにして

考えることはないでしょうね

商家 ぞれはわかりません

竹内{雄候} 次に，先ほどの訴でTlシシナで検討

されていますi.l'， あのあたりがいろいろ寧見

の仰るところで峨ないかと思い旗す αr
cumference curvcで... 血のlITadi惚同をJl.て

おられますが。いろいろ閃閣が山て〈るので

惨ないかと魁い事す例えば銭々が普通場え

るのは villbleであってな結かっ戚血になる

郎位がある隠うがむしろ.....周回岡銅像

神躍の変位Lνセプタ ，あるいはイオンの

度化など。会て起こりやすいので隠ないかと

思うのです しかし先生のお話伝うかがいま

すと，梗ヨ障がしっか9していてgradiencをつ
〈ヲやすいものというのは，むしろ逆師ょう

信変化に伺ζえて〈るのですが，いかがでし

ょうか

山中剛し釈hりまぜん侵仰の持岐にひとつ加え
な"ればならないことがあるのです銭々の

施慢での陳!日盤心筋梗."，例は金て，急性則

にほとんどgoldcnt問、，"るいはそれに近い

状況でインターぺンシaシ舎絡行した源混成

功例です本来の心筋使Sの関前にな勺た縮
分と，今回対象kした佐例は，タリウムの8

8貨の問庖等がありますが，鞭."応といえども
hibcrnlltl仙の状鑑にあるという組定で今回

"検"したわ砂でヲ

野原櫨劃 先生は虚血だ貯でカテコラミンは関係

ないという暗じのお詣でしたが，成血だ砂で

期n収備が誘発できるとお場えでしょうか
虚血になれ".外収縮が出る，と

山中 そうは考えておりません.いろいろな状拠が

ありまして.例えば線目性心筋使衝で金〈イ

ンタ ペンシaンを加えてはいない吻合で。

縦諸君事位k健術館位がある細企，慢性期の構

造部位の中に側々生anatomicalsubslr~te 
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がで2きていて. ぞれが f倒~となるよう仕切

舎などがあり傘す今闘は臨時，yドνナリシ

演度で検討させていただ包ましたが.それに

ついて"，心誠の交感神峨活性の細胞レペル

でのカテコラミンの膨.が全〈ないt. lt~え

て必りません ，.に方法泊がないということ

で一応ノルアドνナリン"''''を血中で測定し
て，そのスピル<-パーを見る限りでは.，膨

暢は少ないのではないかということをul!さ
せていただきました

中野(盛長) いまのお話に関係しているのですが、

ι崎膚遂でλられて，インターペシシ，ンを

加えられ，タリヲムを見ていますと慮血が残

っていますね その後った症例で慮血金改轡

したら vpcは織っていき忠すか それとも
変わりsせんか

山中 こ仇については検討...げてきて現在も倹討

中ですが，少徴の錐例で追っていった結集，

血擁勾配の解消とともにVPCは金例綱失し

ておりま' インターベン~~--によるむ筋
梗滋樹のa血同改醤がそれを減らすという傾
向があるのでは信いかと思います.

野原(座長〉 これに対して他の駒場の先盛 1m.いか
がでしょうかそれが予後を決定する因子主

してどれぐらいの重便性を縛っかkいうこと

になるかと単いますが，例えば突然死という

ことを等えれば，虚血だげで"話S歩道みませ

ん，必ず心徳能が ejecl剛 fracl酬<0%以

下とか35%以下とか.こういう樋予が必ず入
って..ヲ rllle potenti刷にしても vPCの
教にしてもそうですね必す ejectiun (rac 

t仙の低下が舗にあって予後を決定する

因子となる これについて。例えば選動負何

鼠賊でこういう bのは噂いというよう信喝合

ι 先生方1$，(，-11'胞はどれほど重感性として
考えてUられますか間家先生から.-人ず

つお厩いしたいと思います

商取心.. 能に関してほ擦係花と関直する'"需に

"要なファクタ だと思い.す今聞トνッ
ドミル遜動負荷武験を継侍した"明では.心

政患のある例でも NYHAが愈い症例があま
りあゆま健んでしたが，私の印象としては，

突然死を組こヲような心倶能が惑い催例から

出現する VT.VFム濯自助負荷で出現するよ

う会VT，V."とはメカニズムが若手途うの

で拡ないかと恩...ず

野原(座長} では先生が対象として鍛っておられる
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ものは.予後U良いから肱ラて紛いてbいい

とMう絹じですか

10偉いいえ.そうで"ありません。 12i1場心電閥

でVTのタイプ分"を行って，検S官m.決定
ずることになると思います

中野{献録) 趨働負荷猷織でV刊C.V1'が幽たら先
生"必ず劫衝をされ.すか.

蘭窓そういうめ"ではあり主ぜん例えば民V

outflow型"比般的予後が良いとさ九てい傘
すので.pre sY"c~や動悌tいヲ企S状が.1'れl'治僚しな〈てもよいのではないかと
場ぇτMります もし 盤状がるれば他の'"
!l!方と問じようにアプν白 ν掴>.行うこと
になると思います

野原(艇長} 磁の分札るところだと思いますが.岡

じ質問で内蕗先生いかがですか

内・ゐ陶雌.降下g聞はVT.VF'とか&り関係があ
るb1'ですが.DCMにしろ.例えl'虚即金支
・....伴う園陸血の催例にしろ.'"革どるゆし

上げましたように削除U'"があるわ"です
ね。 ー部湖純化を伴ラた心筋によ勺でそこに

リ~>トリ F箇絡があるというこ kがありま

すので，引".ι暢館倍下例で怯搾常広多い
bOですから，ぞれに"してl分な柏餅をし
ていかと旨η此ばいl;tf，rいのU当鍛え!t思いま

す

'''"1息長} どういう症例に対して愉鮮されます
かー

肉蔚負荷紙"で..，置されようが'1'5で."，され

ょうが...ターでっか摩ろうが，その症例に

応じて袷...'管えていか伝付ればい砂ない色

..います".1厳長} 症例に応じた...ですか 。
，"近先生はいかがですか 心・雌ほかな9関
備する，.考えでしょうか

山近 -am!!'.tのl;lli:tの匂由hOl冒というとこ
ろになると思うのですが。名は現症で陥心房

楓艇というところに最終的伝エンドポインP

があるよう広忠うのですが僕応でみてゐゃ

U.， P，f一一 舗調律であ勺ても Paf.また
sick ~前崎町咽'0= というのは少し慢がお
ていますので こういう負荷総・..すること

によヲて心傍観胞もし〈は心房筋そのbのの
何らかの2在住といてコたものも関係しているの
で陥住いかと思います.ζれがすぐ1削艇に.. 

ぴつ〈かどうかは.l'也のむ"'伐の"耐とは通
うとU思いますが，それ院血健形成位は+分

つながりが習<t.c?て〈ると思い.すので，

銚寝悶を積討する怠味で陪この錨燥が非曾に

.. 製.方針を示喰ずるので総仕いかと思いg

す

野原〈機炭} 穴遣先生。ちょ勺と越が違うかもしれ

，せんが特売伶の掛合は自開神鋭の走行が

関係するという話憾弘はまだよ 《息腸でき伝

いのです.これはどのように轡えたらいいで

しaうか.先生"これは，，，..p.-oten!l'叫 k
e瓦~口憶の"として使えて..れますね.

実調 スライドでお見せしたの"スぺ..レーh

ンなのですが，白線網鑓の定行払 bかって

いる飽分では， tr.~とお症では全然走行が遠
いI 右ヨ佐に闘しても提出附と心尖..~ほうで

は金係温うという ζとです.右重信機簡略はか

なり分布署密度が高いというこkと，除樽経が

aとで診た&きに爽唇神純U:4i!:.l匡で陪司ト箆鰍
の.. 発に関して健全〈遭うということが鰻告

されていまして.，記の変調書締隙1;1:block. 
d，附rvathll¥が起こると不建.."起こりに〈
〈なるけれども右に関して隠実感神艇が

dcnt'rvationをきれ礼ぽ逆巳忽こりやす〈な
る主いわれてい志す.そういうことが関係し

ているのではないかと思い傘す

いまの心..健との闘舗の..ですが，不整.. の

先生のなかにI;/:，絢売憶にBーして"予後が.，

"に良いのでアプν-1-' ~ :，.. fJ.し.<て.い

いと冒う先生bいます少散ですtJf'~I?iJE'"

る例があpので，君"に""佐どの錠紋がめる
例に闘しで".拘知性でむアプν-"'，，:.-を
したほうがいいといわれています

DO的ば卓息にf，"たVT11. "剛氏""'"
"EFが0.'以下に.ると心不金が起こる可
能性があります不銭瓜壱コントロルでき

ても，例えばYミオグロン.倉テーテルアプ

ν-，掴ン.lCD 等いろいろ戦略があるので

すが，それで.. 質的ω総血に作ったVTをい
〈ら仰制しても，結局，心不全で死亡してし

まう kいう併があり虫す本後脈でも拠然死

はしますが，心楓飽により依存して=質的心

優患の織合U死亡事憾より高〈なると場えら

れ$す.

"..【嵯長) EFが'降下しているζとが.uしろそ
ういう Vl'.VFの鱒宛...すkいうことは
響えら札ませんか

指・そう とも考えられます軌道に不整脈を卸え

ぬむことで死亡率i:GJI下がるか&いうと。必ず



しbそうでIHt<. EF .010，4とか0.3とか
それ以下に信ヲて〈ると不箆腐の抑制とほ関

係伝〈死亡事が街〈なる これは不盛..，心

不全が糊互に週眠術'ーとなる"もあるが倣同陪

心ド金のコy トロ ルがで曾な〈なヲて先亡

してしまうと奪えられ.す

野原(院誕} 心不全と vrcr1)関係については事た
笛がh91すが . 
山 l'先生いかがですか む自慢憾というのは先
生の戚，d，がか生り関係してきますし，タリ

ヲムの婿合1.1:partial volllme effcclが必ず

関係してSて.便事情サイズの大容さがそのM
Sにか.，関係して〈るのではないかtいう
気がするのですが，昔話舎絞りまして，的側lio刷

rl'1lC1 Î~附との関係についてtまいかがですか

山中 今日付，.とした症例が.，.ほどスライドに呆

しましたように EFが録保で...の後半ぐ

らいから 70ぐらいの"....に僚たれている

ため BF~VPCII院は死亡車に測する検討隠

しておりaぜんが，一般的に曾って EI'・で
{号機さ"る心割拠能"大切.ファタターだと'"

い.す梓l!((iIIiにおいて怯飽かに EFIJ:大切J
4訟のでj'tll，構禽部の残存心筋郎のイ rター
ペンシ・ンιいう乙と.しきりにお話しきせ
ていただいているのですが， ζれにより""

酬の改停を介して EFt.土易し生命予後u
改梼されるk思います さらに血薩征討ヨ'"に

よ OVT などの政死的イド蜂'慢の"回~，.
りうる心室性不軍脈b抑制されるという緬か

らb副総の改号"""'"‘制審を"'..すると思

い.す."0"院長} 川村先生がい草縁っておられるの拡
IICMで'が.dilatooに借るとこういうのは

どのように変化しますか

属国 HCM の OCM -like の"，，~にな コた もの

については途"'''1であるという見方をして
aり怠すので，TW は̂とっておりまぜん

OCM になり:t j' ~ . fJ-プロッカ b電λ9て

いたりして heartrateが隠とんど1::.01ら傘

〈伝って〈るということむあって.TWAは

か伝'JNYHAのほうも kがって〈るととり

に〈いkいう状・で" M.t1ができてMり裏ぜ
ん

野原(峰録)ii1伝性雀言っておられましたね。

HCMの迎伝性というのU興味があるので，

が.TWAb遣伝性を増えるべ容でしょうか

...遺伝子鱒需は.. 雀nむ少信〈て検討で嘗て
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いないのですが，今嗣聞自かヲたヂータU

本口出したlICM凶越動ので..，守で.

H叫;Mb入れてい慮ぜんし."F，が'"均
"，.ぐらいと搾需に良い人ばかりでしたが.

拠舗死の....虚がある人にl;tTWAが."'

出て.別にその人がい1:VI'Cがた〈さん出

ているわ"でら会〈ても。そういう稼趣民族を

n持ちの方に陪τW^"金側に(+)に，"た
というの"今後フ，ローしてい嘗たい，.~っ

ております

IfIJU!包1を} メカユズムのとζろに入ろう と思ヲた
のですが時間が来てし.いました なか仕か

鰻しいのですが。村山免SL.コメント...買
いします。

村山 tきょう".，に野原先生から宮、と予初先生の.. 
".紹介され.したので，普誌.して四割し釈

.いのですが。I>ILI;I.ω年前の泊支ですが，
当健婦にはその前10年ぐらいの岱例を忠とめ

たので.30'れぐらい前の続例に伝ります 臼

舗でシンポジウふがあったと曹にaとめたも
のですですから，いまのお磁を聞いている

と隔世の感がありまヲ 当岬Uエコーもめり

ませんし.，ルターもありません ましてや

LPだのTWA伝んていうζ'"金〈あり.
‘含んで.，.，陸.ディλタライプしたというこ

とです 当時..例えばグギグリス，)，毒.見

つ"るのに運動負荷をした。 つ慮り交信仰‘宣

告ドライプをか砂てジギタリス~掃をみよう

という時代でした

，..まどからい〈つ会唱司思点が"'されています

が， -?I.tPl羽根の問題です ""'性の問題

は名も稀非常に関心告側ヮておりました " 

M硝，関m過信縮担に uりましたと@に叡
祢智治<.とめたのですが.心定期外収舗で午

前ψにテス トした入金午後Sたやると..綱
ぐらいにF耳鳴位があるのです ところが3目
ぐらいたつと減っていヲてしつこ<1週周，

2週間主迎いか"注したら。 Ull間後にほぼ
企んど出.い つまりその日の体調など泊培刻

婦があるのでは老"かそれl.t1)1'前pedive

にやqたわ止です.ですから，...句淘cliv~ に

符現性委過いかWるの信払いまは飽の

heart ralf，'. variabi山<，.自偲州銀の tonll$等

いろいろ武憎があり志すので.ぞれを迎いか

げてみるのも…つの乎か会と思います

また..岨dendealhとの関係で冒いますk

$udden dealhと捌外収縮"あまり附保あ"
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ませんし，心街頒狛も必ずしも附傑がない

つ."時現住があって起こるというのは

制:lden death をしてい伝いわ妙です S，d 

den dcathをするkいうことは，たま巳'"こ

って，たった 2聞でも駒山ddendentllをするわ

けなので，別の岐点からみていか信いとい砂

伝い EPなどで今ある状況でリエン子リー
が云々ということと suddendClIth は必ずし

も閑舗が伝いので依敬いかと思いまず です

からその悶，その附のいろんな状況を現在の

武器慢でぜひ検討していただeたいと思'"
r きょうは訴が山ませんでしたが，名前を
言えば先生方もbかるような，サツカ のJ
リーグのスーパースターの選手で，サッカ

をやるときにむ禽傾倒を起こヲ人がいるので

す拷税慨を也って起こします在室起認で

ヲ そしてアプレーシ笥ンをやりましたがど

うもうまくいかな〈て，結尉引越し.した

その人ほ日常生活で肱全〈起こりません pー
プロツ抱ーら伐にも必安信く，引退さえすれ

ば併も起ζらないそういう人のsudden

d岡山の可能性主 心鍍細動を起こす可能性

はどうか5'etiどから野原先生がしっζ〈虚

血だけで組こるのか起こら仕いのかという ζ

とを省ゥて必られる精神もそミに必ると思い

ます。い..でとは退ヲた"砲を"っていら

っしゃいまグので是非検討をしていただきた

いと思います

谷口 先ほど野脈先生からご質問がございました

が，左心傑僧が感〈なると費S密化と関係があ
る2ヒいうこと"よ〈むかっています 集計まと

何人かの先生が右筆振出略起源の V'[のお

磁をされましたが，VTというの"ある怠味

では死のリハーザルJヒいョてもいいかゐしれ

ません右心慎艇がARVD((どで非常に事
'"るbのがありますが。右心機飽が非常に

患いのと VTの知事t.るい蛾突然死との聞
の関係がどうかということもできましたら

おー人ずつお鍋いし忘れ )官ずつで縮織で

す

野原{座長} ではこちらから側から鼠歯に一宮ずつ

どうぞ・..わかりません
肉酪右凡A鍵."突然死ということです，九 ARVD

の徒例を:ft.t~ t， Iまた〈きんみていますが.不

盟脈を仰えても，先ほど三S医大学の大"'完封院
もS寄っしゃ勺れたように録後は右;.(，不全で亡

〈なってい〈ょう"盆例を何例かみており虫

すそういう窓味で普いますと ARVDのよ
う必持機伝鑑例は，在心系と阿じようにむ犠

飽の低下によコて突燃艇につ伝がるのではな

いかと思いま，が，。叫fluwVT信どはまた

別だk思います

山岨 弘の縫践でも右も繍能と ST の附晴は， 左~

観艇と比べて少佐いように思います それま

予後の温いがあると思います

大道 ARVDは不盤脈の""トロ ルにかなり様
自身ずる例がありますが，不織脈で突然死する

例も.れば右む10縫がかなり悪〈なってきて
最終的には心不全で伝〈佐る例も何例かある

ので，やはりむ後維の懇ぃ例に関しては不車

脈のヨントロ ルができていたとしても。む

感能回忌化で死亡すると勾えられます

山中布む不全については。タリウムでも右心絡の

血施却価が附婚なため，わかりません

般国 私む省む概絡が下がっτくれば拠然犯の可飽
性降あると思うのです杭詳しいこと"わか

。ません，

中野(座長) .りがとうございました それでは附

間むオーバーしましたので，終わりにしたい

と思いまヲ

本日は循..~負荷，.. "不厳脈ということ

で 列極ゃには突然死の予知，予防を自相し

て不殿原についていろいろとヂィλカッνu

ンをしていただき.した符に"磁伎の問題，

虚血との鮪み 心複能との踏み等をディスヵ

ツションしていただ容ましたが，先ほどお話

がございましたように，村山先生.下付先生

の時代と2本質眠μ;:1;1;5:わっていないのでは信

いか。しかし，多少U遊歩した得分.切らか

に伝った係分もございaすので これからの
ご償制.'，続りして締めたいと思いgす本
日 このような食酬をしτいただきました片
制先生.hりがとうございました そして務
省の先生方どうもありがとうございました

膨衆の管銀払選〈までご苦労さまでござい

ました これで終わOたいと思いまず
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OscilJatory Ventilationを呈する

山疾患患者の心肺運動負荷試験成績の検討

山崎琢也・よ嶋健治・小林昇・鎌凶詞也・ 金矢宜紀・

斎藤雄彦・谷口泰代・開"直志・斎藤花織・山藤滋・

嘉村宰怠・ 飴浦沢 ". 川村富貴子・ 平般勝彦・

5 目的
慢性心不全風警でO&:i1latoryVentilation(OV)を

坐する症例があるか的 との特異な倹気繍式を毘する

症例の特徴を，む肺週動負荷試験(CPX)の諸指標の解

析より検討した。

g 対象と方.
1997年6月かり 1991年 12月までに，坐i政自伝車工

ルゴメータを用いて星空候限界+舎の印Xを胤行した心

政鹿患者連鋭 2.~2 例を対象とした CPX は。坐位自転

車エルゴメ ータを附いて. .1分間 10WのW"'川崎
"'のfも 15WI分の ramp負荷による俳候限界性負荷
量式験とした 安鯵時やCPX徳行可時にOVを認めた"

例~OV(+)鮮明らかな OV を認めなか勺た 123 例

をOV(-)訴とし.，最大阪索a略取腫(Penk¥'0，)嫌気
性代議明値(AT)，三酸化炭当時機気当;&(VE、CO.)，
1同換気低呼吸叡(TvJRlV，呼吸性代償点(RC

Point)での呼気終末二鍛化隊員特捜度(RTCO.:を比較

検脅した また，心エ"ー図で安静時..宝庫区出荷巨

(LVEF)を求めた各幹の内訳陪.0ν(+)併では宛ω
例，女10例，平淘年嗣貯蔵で，基礎侠患は弁E担保胞

31 例，同陸血性心~.\iJ. 10例，心筋極9例，その他2例，

OV(-)群では男14例，女"例，平幼年齢56餓議

礎疾患陪弁膜後患67例I 虚血性心疾息21例，心筋症

13例その他1"埼であった闘i上段に OV(+)fI$i:

OVIー}群のCPX中の代表的信襖気様式を示す な

お OVの有無はCI'X時の換気様式を銅賞約ぶ 評価
し 経験を叡んだ医師3名の中から"色以上の合意を

もって決定した また統対学的倹定には対応のない t

検定を用い.5 %未満を有窓水増とした

-同大相2酬'幅恩師枇シタ

{〒ω。eぬ5盛岡市内丸 19-1)

s結果
。V(+)群と OV(-)静で.ATは9.4:t2.1と
10. 7土2.5mIJmin/kgで， OV(+)君事で低値であった

(p<O.Ol凶1右下段)町I'CO，も， 5.7土0.7と6.1企

0.9 %と。 OV(+)鮮で低舗であ 2た(p<O.Ol.図2右

よ段) また.VEIVαo.l;):，OV(+)群と OVIー)鮮で
~.1. 5土8.6i: 30.9:l:7.6で.OV(+)群で御気効率が低

下する傾向にゐった(p=oω，凶2Uよ段}辺助'1'の
繍気機六を表すTV/RRはOV(+)器障で20.1+62.1，

OVIー〉静で 41 ， 1 土 ~5.~ ml/min!bre~th であり。 OV

1 + 1縛でいわゆる rapidand shaUow brca山'egをよ
り強〈盆した(p<O.Ol，図2左下段)むエコー閥より

求めた LVEFはOV(+)併で有窓に低値であ うた

10く0.005 図2右下段}ー

s 考娘
心不全患者では安静時および運動防に山町M

Stokes僚のOVを坐する鑑例がある時幻 OVのIIJ現

には，。記心拍出Z誌による循環崎明の越誕や肺胤糠星の
周"'"'変動等の関与があると報告されているm: 今

聞 この符異な復制櫛式を且する症例の相織を， Cl'五

より得旬れた諸相欄の僻析より検討した

OV(+)瀞で11AT および選動中の有効肺血流~

(心的出量)の街械である ETCO.は低値を示し，運動

耐容慌の低下Lむ完売調印総量"減少を示唆した齢ま
た.LVEFは偶債で，より侭心機絡閉鎖にあった 巡
動市の換気様式の指標となる TVJRRが低値を示し

たζとと， VEIVCO.が高い傾向にあったことは.OV 
1 + 1併はより浅〈藩い呼吸パターンを坐し かっ喚気
効率の低下した状矧にあった剣唱すなわち OV{+)群

はOV(-)稗に比ぺて遇政耐容能や心機飽および微気

効率か勺みてより重症仮 b不全机衝にあると考えられ
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OV(+)群

川 ;9/酬
peak VOz 

2s 
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10 」 附 ー
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o 
OV(+)群 OV(ー)群

悶 1

た

s結語
仇cillatoryVcntilation(O引を呈する心不全出者

は。躍動鮒容能橡気効事有効肺血施量"よぴ左室

駆鴎箪が"'ドしており.OVの出現には山初出量"低

下が閥与したと考えられた.

5文献
1) Krcms釘t:s，el 
uon 1("1 w附 e

al : Oscilla岡山ntila

叫山 heartfailure " 
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OV(+)僻 OV(ー)鮮

蜘，，，陥蜘ωωr川 yopathyorω ，. 
oh昨日 card町 lyopathy.Am J白rdio/1987 
fi9 : 900-9附5

21 y仰 maT.ctal: Me<::haniSlnof関Yぬ<licbrcath. 

" 

i唱 inpat剛 15with cardiova~剛伺， d醐~.

CI.邸I1994 : 106: 142-146 

Ben-Dov K， ct al : F:vid怜 ccthat c陀 ulatoI)'
a田 h山陥 accompany¥'entilatoryωcillatiol鳩

山IrlngexerclSl' In pat剛"閉山 he3rtfailure 

A"， R，仰 RCStirllis 1992 : 145 : 716-781 
4) Morco Metra， et al : Exercise hY))cl"Vcntilation 
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心不全患者における呼吸様式と

交感神経活動との関連性

五般有紀子・麻野弁英次・ 商川順也・石断久也・ 亀山智樹・

￥井忠和・能f撃 型炉・商嶋修太郎・ jl'よ博・

慢性心不全に泊。る交感神経活動のJ九進は予後と細管
般に関連し，心不全に特徴的所見でめるが。この俊'"

lま.だ十分に解明されていない ー方心不全息省で

随身体柄~能力が著し〈制限さ rt，かかる患者では安

餅あるいは巡醐時に捜〈速い呼吸やι百旬、e.Stokes

呼吸などの呼吸織式の拠精舎認めるととが多いとされ

ている

般的に 交感神経活動は呼吸と獄後仁間建し 磁

気で繍繭限樽純と同期して却回大するが↓"伺時に肺の

仰震により卸制されるという'"文偲を受リてい

る刑したがョて弘不全級者に認められる交感神峰

活動の先進樋下"一つに.このような呼吸による交感

縛経銅似の変化が関与している可能性がある そこで

今回旋々は.心不全血者を呼吸線式の刷波紋解析によ

りパターン分矧し.これと焚磁''''活動および心不全

怠悠自信どの関連性について検討した

s 方議
平均年舗が59般の心疾風"者38例(NYHA [ 

，，.札口 15例， rn : 4例うち 20例は VLEF(左"
動出分爾)が45%以下)を対象として，心電凶， t'f観血
的動脈圧，呼吸猟巡..分間デ~ータレコ グに収徹

した 21例では。脇付伸綬より導'"した筋交感神様活

動(MSNA)~同時記録した 呼吸曲緩は2H，でサン

プリングし 銀大エントロピ一族により呼吸の阿波敏

成分を俊也した対象を，-軍需呼吸群 "例.O.15H%

以下の呼吸周期を認める低刷機の動樋性呼吸緋

(OR) : 15飢および山叩le-Sωk~呼吸鮮に潤}

6例に分付た 全例安働時，血掠ノルエピネアリン濃
度 (NElを組定した

-漕山医料.制大学術2内科
岬 蜘"'射精山市制酬}

! " .. 
得呼吸様式ω'"現嗣..をみると，正常呼吸勝"例
(H%)に"し CSR~U， 6例(16%1に。00静は 15

例(40%)で，約 60%に拠質賃.t.:Jf.I.吸様式が観察された

凶1がこ岨周波の動指性呼吸を示す位例の心電図，UUA， 
MSNA 呼吸の災記録を示T 図左側の比般的筏く遮
い呼吸は剥いでMSNA0)パ スト頻度が多〈。右側

の環〈速い呼敏時にはパースト鋼氏の減少を認めた。

呼吸様式の鍋常k均lt'cificAct川氏yScale{SAS} 

VLEF， NE.および交錯神経パーλト頻度 と比敏ずる

と{器使1) じSR瀞ではSASやVI.EFが他の併より低

い傾向にあり白また NEやMSNAのバ スト銅'"

jJ::常貯より街窓に誌かコた 0.静でほとれら心守金
蜜程度抱偲は，正常野と CSR鮮のほぼ-1-聞の隠告示

した

g 考察

今回の成績1:'，Ch~yn.，..説。k~呼吸併に代表される

低周滋の呼吸笈覇防が鍬者な続例ほど，交感伸経剤耐の

3じ必が著しいζ』ヒを示している かかる呼吸様式の拠
需tt，交感神縦揺動の光地との凶保関係は有明でるる

Chcync-S!Qk胆略殴にお付る無呼吸や動鰯性呼吸に
よる不寸分"腕の仲良が，安感神続活動の抑制効般を

減弱している可能性は否定?舎ない..f.，.司ミ企血者で肱，

-，-偲hるいは宋納のCO"0.化学受容体'"嘩受性の冗
越について維告されている川化学受容体の反射は究

館神続活動の修響を受"やサ〈 また。との反射の凡

巡が逆に交感神線活動を先週寄せている可能性があ

る ー方 化学受容体反射の光泡は呼吸銅剣系を不安

k にさせ 動縦性あるいは周航般のほ刷放呼吸の知生

要因となることが知りれている 今後。心ィ、全臥者の

安婦神経活動を呼験線式を変えることにより卿耐でき

るかさらに倹討する必ト要がある
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表 I 呼吸鎗弐の異常とむ郊金auおよび交感神経着"との間適
正{常n弓呼1吸"訴 {OaR aZ15字} C{血S=《6僻} 

SA百{胃噌，，) 6.5主，.， 6.'士0.5 5.4:t2.0 
LVEF(%) 49，9土17.0 47.1土11.4 3且7宜担.，
NE(pg!ml) 191.8士105.4255.1:t9G，2 持ι3士110.0・
MSNAlbursts!l伺b，河川 ~.，止 17.8 62.7士23.0 84.3土27.1・

'p<O.05，.".iE常呼吸札 O民低周放の断層住呼吸， CSR: Chcync-Stok凶

呼吸~， SA治判附eir..;act(vity scale， L VEF進策駆幽分画.N' 血輸ノル

Zピネプリン根底，MSNA 筋交層保晴援活動

s文献
Il Banl1a、SMalld Gebber GL: Ba制 forS}ト
chronization of s抑npatheticand ph他陥cnerve 

discharlle. A"， J p，伽耐 (976 お1: 1601-1607 
2) Oknda H and I山 IJ:R民pIra剛'YI，!rouping 01 

abdomirml $刊r>alhetic3ctivity凶 thcdog. 11 '" 

J 1>10">;，，1 1967 : 213 他鋪
3) Gcrbcr U a同 po(偲 aC : EffuCts of pulmo閑叩

制 lch即仰raffer.酬 sti州"酬叩symp;l
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apnea o(恥art[lIilurf:!. Slret 1993: 16 : 537-
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心疾患患者の運動時における呼気ヵ・ス諸指標の

時定数の相互関係

浴水税畑・ 4池 fIlJ' • 小林和郎・・・ 加納 覚"・ 佐藤 IJIl' .・ 矢島険司・・・
足立憾雄・・・ 平賀塑昨 今井孝祐" メ'"文昭"・ 話題在進昭・・・

録"心疾患.If.'荷のむ不全"間"'や因循の活動能力を

評価する目的で。附気ffス分析を併附した心肺辺助負

荷試験が多継投で行われている 紅側運動負荷試験か

ら陪主に量院大僧ヨ持続取量1:anaerubic threshold (A T) 

が測定されているがI 最近'"抑開始時の呼気ガス指標

のj!11!I(kinetics)の解析から心不全のE院佐tH:i博備す
る玖みがなされている恥川呼気ガス指標め中で"心

伯尚肢の網"を反映ヲる般糊取量(VQ，)師団が

般に行われており.その動趨の解析から傍られる時定

紋により呼吸筒環応答の荷価が行われてい

る削 郎町 vo.の他にこ俗化政策排t!¥!I:(Vむ0.).機

気温(VE)の動.，の解析も呼吸応答の評価に有用であ

る之の緩告がhり蜘阿ト"、また各々の呼気ガス術様の

時定歎の聞には密綾な関連がめることが予忽ち仇る

しかしd訟が句呼気ガス'"掃の各時定散の欄互の関係は

不明であり，また心不全患脅にお"'巡動負荷鑑左こ

れらの時定数の関係も明らかにされてい"い 今回。

煉旧性心筋使途息者において，品賓と得度の一定量運

動負荷試験を行い 巡動開始時の呼気#ス蒲階婦の時

定数合求め，相互の関係を検討した

s対象および方法
NYHA機能分銅 1-Il度の陳悶慢前霊心筋梗塞患
者幻例(59:Jヒ9歳)を対象とした.運動負術畝験は到隆俊

ヱルプメ タを附いて.経度(ATの8()%. 39企8W)
と，高度(ATと経大負荷胞のほぼ中間， ω日ヒ15W)の
2つの ，."負荷Z実験を各々 6分間行った守 ミナト社

役会保e・2三島綱院鮪席問糾
('1' 41叩 I栂剛三山本町M
..官制自制大宮敏.. 医学

開館2内<<
内 113-剛噂開閉閥均 1-5-45)

製 RM-300を則い溜働側鰍前より終了時まで

b陀atb-by-breat~ で呼気ガス分宿庁舎行い...働側働時

0) VO.. VCO.. VEの時定数を 次の抱懐回帰より業
めた(闘 1)・削

s結果
趨動負荷終7時の心拍敏は，鎧度の負荷では

108.3主19.4bpm，前，."負荷では 138.0土22.2bpm
であり。全例に省いて刷負荷試織とも安全に組作で8

" 遜動開始時の vo" VCO" VEの悶定費院は.ru買
の負荷に比厳して高度の負荷にMいて有Z置に延袋して

いた(VO，: 52.3土10.3vs 61.2土8.'秒.VCO. 
18.5士18.2vs 95.9全19.5砂.VE:74.6土16.1I'S 

111.5土31.3秒であった)，剖

図ZA1:払溜動輔のvo.とVCO.の時定数の凶係を
示す vo.とvι:0，の時定数の聞には r=G.840)京相

闘を認のるものの，VO.~比較し V叫の時定数が有
意に延長していた(p<O.OI)'"図2.は運動時の

vco，と VEの時定数の関係守示す阿者の聞には，=

0.76のE相闘を認め網開直線1;1:Y=Xにほぼー数し

たが。高度役負荷においてはvα訟に比較し VEの時
定数のガが有意に経録していた(p<O.01)'"凶2C

は運罰的鳴のvo.とVEの時定数の関係を示ヲ 商析

の聞には r"'O.61の定相闘を認めたものの， VCo.と

同僚に VEの時定数払 VO，O)附定数と比較し有意に

延長していた(p<O.OIドヘ

S考察
今幽の僻究により.VO.. VCO.. VF.ω時定散は経
度の負衡に比綬し高度の負荷で延長してsり また
VCO，. VF.の時定数はvo.の時"倣と比絞して延長

していることが判明した この様"'として.酸化炭

貨は酸訴と比鮫し細織への."，，.が商いζと また負
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T附"川内} 百四{同川 市首溜加川

園 t陳旧働む鏑便宜患者(“tl男性}におCt6-lI!."膏喝の時'l¥ガス僧帽のIfittR::・'"より"鯛}
位度I~ 、，VH: 高1Q'(nW)の-)i!...a:i刷eの直産業復取量(VO，)， ニ傾化...附君(VCO，J.換金'"
(V!'Jの時定散命一次の街数回帰により家めた岡負荷とも闘鍋醐織を笑舗でヨ持している
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図 2 遍勤時の VO，と vço，の時~敏の崎優〈パネル A) ， VOO，と VE均時."敏の情傭{パネル冊。および
V伐と VEの時定数の関係{パネルCII文献"より引陶}
怯 y=xt'示し ーは由帰直線告示す。

前中に..生きれた乳円貨を量炭酸極で緩衝することで二

酸化炭績が付加的に生じることなどが考えられた 倹

気量の時経敏...顕動脈小体の感受t弘死陸自見気'"
PaCO" pH， K・などに膨縛されるとt与えられている

vα，の附定数に比してのVEの時定数が延長してい
た機序として，心不全応答にお砂る扇動脈小体の反応

遅延の存棋が示町医された

近年む燦息血者において 運動時の時限循原応答の

指栂として呼気ガス桐様の時定数が測定されている

趨働開始時のVO"VCO" VEの時定放は食荷盤に移

脅されるとともに各々契な勺た生理的窓務を有してお

り，これらの指慨を捌いて呼扱循環応智を野価する擦

には柱窓が必援と管えられた。

s文舷
1) Sietscma KE， C∞"" D山 PerloffJK， e~ al 
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近赤外線分光法(NIS宜)による漸増運動負荷l時の

運動筋酸素化率動態の生理学的意義

静捌血a農業飽和度変化との対比

石井智骨子・ 渡辺憲行・仁科秀鋳・ 石山実樹・ 鯵板隆一・・

稲葉 武・・・ 杉下痢D~ 斎雌巧・江田一彦・武安法之・

坂本和彦ー 外山自弘T 山内孝義・ 山口 蝶・

g 目的

近赤外繍分光抜刷JRSlはヨ製自砂防のみ去らずt 選動

時の局所血液lI..陸素化動簡を非陵'礎的に劃定するこ

と.可院とした特に光鉱散方程式に基づく.，しい

NIRSは..1IlのOxy-hl!JDoglobinOlbl，Dcoxy-Hh. 
To削 I-Hbを絶対値で表し組織の俄素化率(SdO.lが

評価可縦である したがって，これを応mすることに
より。運動中の筋組織の酸調"罷取状閣を評価可能と期

?与される

-n， Costω ら"!:I:，健常人を対*に，光'"政割論と
は腐なる力武Q)NIRSを刷".大腿外側広筋上の殿様

化事は。大腿静脈血の酸鎌位制度と一致しないと報告

している

本研究の目的は。光拡散プヲ租三更に益づ<NJRSを用

い.漸鳩趨動負荷時の運動筋目捜索化事(SdO，l動態を.
静脈血岨索飽和1ftSvO，と比較し NIRSによる巡動筋

出0.動舗の生狸学的"畿を明らかにすることにある

s対.および方法
対象は虚血性心機忠.. 指a例で.内訳は心4員総正常
例3例とι倒能低下例5例である 金例男慢でI 平均

年側IHO当'11歳であった

躍動負術は，坐位自転車エルゴメータによる症候限

界性多隈附判断噌辺倒防負荷とした 運動拡 20Wから開

鈎し。i分明広lOWすっmしていった NIRSは烏械
製作所製 OM-200~周い，右大腿外側広筋郎の鴎素化

精(SdO.)を湿動開始前安併時から趨動枠，連続的に澗

.捜 .・*I!l~~島内側
岡体育的字繰

叫ん…1-1-1)

.ー・啄技大学附楓術院民権検査織内
(守 305-8576 ワ〈ぽ市夫久保 2-1-1)

...度記念術院

定した関川に，問問回大昆静脈に<F.テ デルを留

置， これより 1分ごとに係胤。 Radiometer社製

ABL300 により静脈血両捜索飽和度 SvO.~欄定した

結"の数値は平均峨±棟割"奥涯で示した 2瞬間の

検定に陥 paired-t倹定，変数附の納関関係はピアソン

の酬率倒随分析を閥い p<O.05をもって有意とした

8結果
II帯構負荷小の運動筋S<l0，および静脈血s，o，の

経陣寺~fI'.J変化

漸機巡動負荷中の運動筒SdO.および鯵脈血SvO，

の線開的変化の1例を図 1に示した。闘のごとし

出みは多〈の例で遅日動測船積後，静脈選組の網目加によ

~-gJ:.録したのち白運動前学院緩やかに。選動後半

"比紋的急滋に減少した これに対し s.o，は想勤前
学に週やかに，後年わずかに低下した

図2に対象となった8例の運動綱始前から還拘終点

までのSdO，tSVO.の慶市の平均値(土楓惣貌差)を

君主した 安鯵時の鯵脈血SvO，1ま6企.%.剖O.!~

59土2%で s，伐に比し制憲に同町が大であり【p=
0.0109)。週動初醐から溜動中盤にか砂て， 関者の差は

~ð'時に比しさらに聞大した(運動 1 分SdO， : 55主

4 %. SVO， : 36土3%， p"'Oω25. iIO動2分割0，
55土3%. SVO.: 33:t3 %. p=O∞ω，温動 3分
臼O.: 52主3%. s'、rO， : 33企2%. p=O∞12，溜動4
分。SdO，: 4~土3%， SvO. : 29:1:2 %. p"0.0013) 
-"}j，翠劃終点でのSdO，IヨよぴS吋%は.32企II%， 
初当日%であり，こ¢時点では，何者の岡に有署営費を認

め々かった

2) .dSdO，と'"判みの関係

湿刻胤始前安鯵時か...，躍動銘点までの&到。'" SvO， 

"低下度，すなわち"，"，0，と 4Svo.の関係を悶3に

示した d剖仏と'"時Jま1: 1 II住総にほぼ掛>.r '" 
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遺品. JH 遺制販制

悶 1漏増量動負荷に伴うS判)，およtlSdO，oり鰻略的変化のl倒{誌T.69a.
心細.A常例)
S叫)， 省入園飾脈血M'民飽和~
SdO.: NIRS蘭定による右大館外側広協婦の醜爺化事
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. 酬脂酬醐酬四

町酬凋同 師 Jjt .jt 

図 2量動能li!:伴う SvO，およびSdO，の食化

0.81. ])=0.0109の有怠な正相簡を認めた

8 考寝
本研先において，光鉱徹頭舗に"づ<NIRSから得

られる溜働関鮒前安働時から連動侵点までの5<10，の
低下度(L1SdO.)ほSvO.の低下度(L15-、，Q，'とiE相関

し..dSdO，I主運動筋で"..鶏綬取をよ〈反映すると吻

えられた

さらに。漸増遅刻負荷中の還動筋SdO，と""刷
SvO.の継列的変化"差鍋も明らかとZまったすなわち

辺齢制飴前安鯵時のSdO，ほSvO.より火であったが，

剖O.li週動前半に健やかに， l皆勤後半は比微的"..に

減少したこれに対しSvO，U"選動前半に速やかに，後

半わずかに低下した よヮて巡勤前半からゆ盤で

臼O，b!SvO.に比し大なる命権笹原い運動後半でそ

の希躍は緒川、運動鈴点での Ŝ"，とSdO，に有憲懇は
龍めなかコた 遺勤前半の拍離の2省大は，運動開始に

よる静脈遺械の噌加と運動初期の制動脈の鉱張に伴う

sd品への動脈"関与の噌大によるものであり。週動後

半でのこの縮小は，動脈.陶管鉱頭の扇"ちによる町

田0，への紗際臥関与の制対的な綱大によるものと考

えら"た

以上，静脈血殴索飽和度との比燃から，光鉱官民理諭

に通告づ<NIRSにより得られる蝋嶋溜動負櫛.の
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&10.1肺盛U.運動初期では働脈血の関与の嶋大によ9

&_0)111務自陣取を過"評価するものの。運動終鐙に
sいてほ。筋艦臓のR荷揚鍛取.A<反映することが示
喰された
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運動負荷回復早期にお貯る一過性心拍変動増大

発現因予の検肘と恕血行再麹補前後の比般

岡崎{忠広・ 高木

凹口数史・絵地清隆・

右忽動脈を賓佳術変とする急性心筋梗進"や同校の

沼周R繍制などでド畿に~，陸位のæ..心筋鹿胤が発生す

ると，間郎位に特異的に作在する迷走神経終末が刷版敬

され."'.徐脈や血圧低下などのcard剛山ibituryreflex 

が山辺すること怯よく知られてきた.この途絶神雌の

話織性克進".虚血殉生時のみならず，それが期撤さ

れた repeTfusion時の陶ガに生じる匂袋々は。巡動宿

御期の選定神経柄動に注目し。下盛..，.例で以前懸虚

.，例と"なり，溜動負荷の困復早期に心的変動が一過

性に著明に噌大ずる。"隠hoo'混象を認め。この
陀ft"肱越動，，，う日常的に終験され得る生組的なス

トνスであ9ても生じ得るζとを縁台した しかしな
がら 問現象は下京虚血例"金例に認めるものではな

く，前倒陸直剛例と少なからずoverlapを認めた そこ

で本現象の臨床的 珍IIfrtr'il~義をより明らかなもの

とするために，下型車，"例でこれが験者であった瀞と

そ札以外，，'手で脳~"震を比鮫暢闘するとともに.冠

血行再建術により同現象がいかに変化するかを検射し

た

s対象および方法
通常のTrendmil1iI抱負何総験で御窓なST低下

を認めた右冠動原線瑠m例閣45飢 ω土'"歳。一絞
病変3附例)を 負初回復勝則に~拍変動物大が箸何Rで

あった20例(High11仰とそれ以外の2泊例(Lυw併)の
2隣に分け，附齢g臨床時最，選動負荷絹銅線等を比

叡した負M法はMod恥dBn記.""'.館。lに鯵じた

若葉々 の箱融畿自のp開.oc叫を綱同症候限界性または
年・tIl'F切録航品数の9Q%までの望噛大沼動負荷を

行った

悶浦康醐.，ター附仙聞

同 省略究所

t〒踊製部吹凶補修白色 5-7-])

沖“ 砂川腎ニ・・

須山和弘・寮凶隆志・

建血行再建衡を施行した下自民III1n11例{円'CA8 
飢 CABG3例〉と両盛虚血..例(PTCA10例)で。術

前後に巡動負荷を純作した 術前には。前述の負荷法

~，守ったが，術後には忽減涜の改善容に伴う運動時間"霊
長ぞれ自体が，回復期胎納変動に与える可能性が大き

いこと.考虚して，術前と阿ー骨量載掃苦悩1で負荷を巾止
した 孤剣む附と岡ーとした

誠..~.安瀞持から回復湖 6分までの選娘心包図波

形(s誘導)を ESAOTE社製のl'otn1ulll Trcadmill 

Systemを用いてコンピAータに!iOO112で記録した

負禍祝騎後. Off- lin~ で v約傍の RR附爾.コンピ

品ータ計測した ω鈎徳の RR"動{削心鏑のRRとの
指分の絶対値)の30秒平勾を dRRとしてむ約変動同

時間版過を卸備した また。回復刻6分までの心拍散
の減表時定数を非斡形掻小自乗法を刷いて鉱山した

s結果
High， Lowの2問問で低"与薬剤。遺跡崎市::1， ST 
低下の湿度?左窟様胞などに穫はなかったが(表<1.

High"で陪年齢が若<(57:1:11 v.s.6~ ま8bprn， p< 
0.05)，安静時心納滋が低かった(61:1:11v.a.68::1:12 

t河川伊<0.05λ

胤行再建術後，下倒~li:dn例に釘"る閥復期の心的蛾
漢師走散は 11例中3例を除倉雄長(73企20司剣士29

舵c.p<O，05)，回復調阿6O-gC砂の4RRIま2例を除き

減少した出土13.....8主5m皿.p<O.O路)ーカ.前哩

峨血8例にM"る心矧減衰時定数と dRRは術前後で

隠ぽ一定で変化し信かった(時定数89企お.....9H:27 

鴎c，N.S.， 4RR 9主5-10土5ll'¥SeC. N .SJ (図<1。

下盛t 附....且時唱における還動回復期6分聞の冠血

行拘鐘術的後でのdRRの経時変化を図2に示す下

盛a血例でU回復期ω1切砂の時点でー過位にdRR
lJ1lI1'I:;入し，これは胤行再建術後に肱消逃したが，前壁
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悶 2 程血符椅謹術前後における運動因復期"奇尚陶~..の経樽変化

-0-: pre ~vuculariznLj on ， -cト，~，剛.~""踊 ri"~lion， .; p<O凶

U匝血例では術的後で変化肱みられなかった

s 考旗
下割廃虚胤例の運動回復早期において認められた心拍

変動の~造性綱大"怠銭安より明らかとするために，

IJ)本現象が賄容であった例とそれ以外の2併で臨床

脅債を比依することより，その宛現に関わる修縛凶子

を検討するとと もに， ωg血行河建術前後で.回縦早
期に心拍変動を比較倹討した。

下盤虚血例で顕著な還動回復早期の<，紺変動綱大を

認めた例で11，ぞれを認めなかった例と比較して，心

筋便;M.ovl.!f.住や左蛍.. 能選副時間やおT低下の問主。
誘発侠心繍の綴度伝どほ同等で設はな<.面持で年齢

が翠;い ζ と，安働時心拍数がi属いことのみに策がみ句
れた 逃走紳経機能は加船ふこ伴って低下し 同時にこ

れは安砂防む拍数に主な制定因子でもあることを~"

すると，本現象"安静時の迷走神経恨能が保持された

例でみられやす〈 その幽現は個体の迷走樽経慨能に

依存するものと場えられた

左前下行伎に対する補血行再建術伊術後にIJ;，麹動

回復早期(1){.，伯変動および時定数に変化は認めなかっ

た ー方，右必動酬に対する窓血行"建術後民一過

性のむ錨袋動綱大U消退し 心2白紙夜間定数も延長し
た このこkは。還動誘発性心筋虚血による迷走神峰

綱取が，下盛虚血に符典的であるζとを強〈示すもの

であり 卜俊民位血例と前盤虚血例でみられた心約除鋤

と時定数の差興が前賢虚血での謹定締縫活動燃の抑制

に趨司するものでfHtいζとを積領的に否定し得るも

のk考えられた

e総括
1匹盗心筋虚血例の運動回復半期の一過性心姐変創別
大U 個体本来の迷走神緩活動怜に依uする また
同現象"下蛍織胞の作在だげでな〈冠，.行問健衛効処

の伊様にkりうることが示唆された。

s 文献
I) Wcbb SW， ~メ，， 1 : Autonolll犯 disturba限定抗

。問。r3cute myocardial infarct附 n.lJャMedj
1972 ; 3 : 89-92 

2) Ar~ki H. et al : Rc旬"h凶 rtT31.. and blood 

1"四 ITCchanges durin呪 STscl! rn~nt elevatioll 
in pntients wi山 V白riantanginn. Am Hearl J 

"制 108:1273-1278 
3) Thal1ぜsMD.etal:P時fcrcnti;ddistribution of 

;nhihiωr}' cardiac r偲 ep¥ors wilh y昭"

afferent.~ 10 the inicro同 teriorwall of t恥 M

vcntricular叫 va!ed伽叫c<.¥nm刷出lusion

In thc dog απ Res 1978: 43: 512-519 

4) Th肝 en PN， el al: Activation of left 

V飢tricul aτ ，~'"も隠 withnonmedullated vagal 

affcrell¥ fibe尚 during(10∞usion of a coronary 
artery in thc ca1. Am J白 rdiol1976 : 31 : 1046 
-1051 
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運動負荷で高度ST下降を示すが心筋シンチでは

軽症虚血である症例の臨床的特徴

上原明3・ 合閉千弘・ 彰敏彦・三上官・

l.\Og~北y ら川ム巡動魚仰におげる商It STト降が必

ずしも.援動脈遺修ょぬ心筋血涜シンチょの盆能虚血

を意味していないと紺告し，また Tllylor'Oo'刊は負荷試

験での5T下降のfl!llU;t，心筋血猟シンチ kで評価さ

れk虚血の広がりヒ網開しないと報告している.

定、遣も心電図変化と TIシンテが母艦しだ盤側(55

歳男倖Jを経験した闘lのように安働時でIl.m， aV 
~， V._.でSTが約 1mm低下していたが。負荷線了後
記"さらに V，で9mm(Jωm副下降した 方τl

心筋レンずでは心久嗣千怒に骸局性の一過性欠衡を認

めるのみであった(図2l。

s 目的
還動負荷心憎凶の粛皮ST下降併は，心筋シμチ上

必ずしb!EJl!倒向a虚血例ばかりではなく，厩局性ー
侭皮虚血例も少な〈令い そこで運動負尚TI.(，筋シ

ンチ上は桜建虚血だが，心竃図上高度ST下降を皐す

る信仰の臨床酌特徴を検討した

s 対象
運動負荷TI心筋シンチそ受け，心電凶上STが1

mm 以上"水平.し<~下向型の下院を長し，後に示

ヲむ筋シンチで虚血スコアが1以上6以下{阻...血}
を示した馳者を対象とした。除外基副院は111ジギタリス
内閣限l2I左脚プロνタ・WPW!E鋭M.(3)安僻防両度
51'-T ~健常以Jじの条件を溺たす忠者 16 1 人(男性12l

入。 女性40人，年齢G3企10歳)を対象にした

s方途
(1)趣動負荷は自転胤エルゴメータによる位似拠界

"走録医Sヰメfヲ'.述内"
('P' 431削減酬判!町聞}

性多段階運動負仰を用いた包1TI心筋SPECTにて

Early除"ft街5分後に， J.ate!ltは負荷4時間後に綴
織した間心エコーで中隔壁陣(IVST)。後墜型原

(PWT)，鉱首長期左盆内復仏VDtl)を計視し IV

mass == 0.80 {1 .04 [(I VSl' + PWT + L V Dd)'一
(LVDd)・ll+O.6で算出したこの LVma舗を体表面

械で除した LVmassindexが女性で丞llOIl:/m'，男性

で註1341!./m'のとき友室肥大(LVH)ありと判定した。
般大ST下降が'mm以ょのH僻124人)と 4川 『昔、
来湯のN静(137人}に分札(J)!t.'信特性白ω守安併時心
略国 ω)巡動負何時の因子{負荷足。胸機}“}シンナ

所見。{日合併症.比敏した

TI心筋シンチ創価様は友誼心筋を9鎖紙に分砂各

領域"欠損を4段階スコア(0-正常-3=高度値下)で

評価し以下の4つのスコアで倹討したり}初釧欠鋼ス

コア F~lrly像~"欠絹スコアの合計点'"初則欠綱

領域数 Early t!kでスコア 1以上の欠衡を示した領峻

の徴。ω制限血スコア ;Early /11から Late像へ減少し

た欠桐スコアの差の合計'"戚血領滋歓 欠鍛スコア

が減少した額損滑化

s結集
UI魁者特性として怜1:IlJ， tr-l前身長はN併 11鮮に

有恕な還はなかった 体重(kg)では N: 56.9企11.8，

11:51.4土1¥.1，p=()ω6， Uot!y M ass Index (kg/ m') 
では N: 2~ . I :1: 2. 7 . 1J : 21.1:会2.6，p=O.OIと11群で

倒せた鑑例が多かった

ω 'J，i:納怖心電図でのST下院皮，nV..SV，+RV制

むエコー上でのLVMa錨 Jmlcx，LVHの有無(%)，

怒動脈造修での穣忠俊敏， 左前下降伎京国旋枝省

怒動脈注j齢古都の各々の得意侠窄の有無(%1はN'事

とH併で有窓登はなかった

ω 運動負荷時の負荷~，負働時匹1負荷時最大血l.E.
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Before After 

E 

一一
V. 

八 ‘図，F.文明~鉱山畑"時

図 2 F.xe向 調1引叫・umm，.""ardial岡山

負荷時心拾嶋1;1:N mtと""で有tlW:1ま右古かった 伐何
時腕械の!IJI1r(N:30%，H:!i2%. p=O.OJ)と陶性
(ST孟Imm)前場数(N: 3.9主1.9，H : 5.6:%:1.5， p< 

oω"はともに""で高かった
1.，心筋シンチに""る覗期欠鍋スコア.初刷欠製鋼
減数，虚血スコア，虚血領峨敏はN群と羽併で有意撃

陣なかった しかし下側壁領域の初期欠側スヨア肱

N : 1.6土1.0.11:2.1:1:1.2. p:=0.039と日鮮で荷か
った

刷繍尿術商血圧尚脂血怖心不全腎不全の合

併銀度1%1はN鮮と"r>で有滋廷はなかった.

s結語
運動負荷訴兜の心筋..血が笹艇であっても.01盛ト
盤ω.....白血や使せた例でほ心電箇上衡B町役ST下
降を示しやすし過大都舗をHl<可能性が商い心憎

図書官1:.1:: Tl S-ンチの草婦の阪闘として，微小血管障

省も"えられる との可能性を倹討するためには，

PETをmいた心筋'"流の定量化などによ って左盆心
筋全体の."むを紅側ずることが必要である，

S珂献
1l Bogatl' r， Guimond J. Robita削cNM.etal:A
問appraiSlllof ('xefC泌 electroo:::a刈iographic

加d~凶 .1 山e severity of iilChemic heart dis 

ease : ̂ngIl.IgTa肉 cand scintigraphic coπ宅

late.... J Am C凶白rdiol1997 : 29 : 1497一日 4
2) Taylof Aj. Sackctt MC酋ndBeJler GA : Thc 

dcgree oI ST -!lelrmcnl depression nn 閉ymp

tom-limitcd l'X肝ζ関陣釧og: Rclation to the 

myocardiaJ ischcmic burden as detcrmi附dby

thallhun_201 ~intigraphy. Am J Card，ι" 
1995: 15: ZZ8-231 
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肥大型閉塞性心筋症の左室流出路圧較差改普

における disopyramideの有用性

J)obutamine負荷心エコー法令用いた検討

障凶有輝・ 悶凶伺.，.奥山h白人・安部地彦・ '1'島肱秀・

肥大型開'"性心筋勉!(HOCM)の友費総出路'"度第

の改講にはβ溜断裂，Ca tlJ統灘等の潔物"法や"""

ペ スメーカーによる弗礎物僚法，心筋切除術や僧陶

舟限倹術等の外科的情僚の省則性が報告されてい

るりまた近年hn抗不隻服多様であるd悶叩砂ramide
の省間性についての稼働 も散見されるが、そのほとん

どは安併時夜軍関山路反較差改善について検討したも

のである2山本'"砲の闘的は。 dlsopyramide投与が

HQCM息者の安併時左寅歳出路'"較警のみなら れ

catecholamine ~初陣の左盆町1\略犀較盤改替に対し

ても有用であるか杏かについて，dobutamine負荷'C'

エコー様(仏、Elを附いて検討することである

s対..方建
う句作時息切れや胸首圧迫喝。肌秘問自A臨時震などを主訴

に当科受訟し。心エコー5羽織lf(UCClにてASII~含
む著明なむ省中隔壁肥厚ならびに SAMの合併も認

め.HOCM ~診断さ札た " 協(倒性 l 名， 女性"む，

Pが幼年・'66土7銭)を対象とした。

D包可巴はdubutam閃 5PII/kg/min{y)より"与刷始

し.，分ごとに1O.20yt揃榊切る方徐を細い。各段

階において心納微，血圧およびパルスbるいは巡航峨

ドップヲ による左室町11路正使髭n.Vl可"を記鳴し
た LVPG の計測 B玄関掛 R~ 。ωM 式 p・ ， ~により

算出した

本研究のプロトコ ル~.錆役駕下で:l1'"UCG tf 

よぴ出Eを緒得した。次にβ遺断薫殴与を開始し 4

-5日後に公紳時 UCG舎川債総行した β道断磁の

LVPGに討する効果を暫定後，di関pyramide300 mg/ 
闘(分引に笈更し経口投与'-7白日に当史跡締UCG

問問鏑州制

(字削蜘北九州附嶋田自民生仕 1-1)

ならびにDSEを荷度施行した なお IIOCM忠告に

Ij 11るLVPGの臼内変動を考慮し.UCGおよびD5E

はいずれも尚ー時刻穆に鈍行した

s結果
盆例4名'1'.NYH八分銅I自覚"恥1I1f2名であっ

た UCGによる平幼心意中隔鍵豚1;1:17.5j:l.Omm， 

後""厚 14.0企O.Hmrnであうた

図 lA に示す知<.~静時平均心相教は cnntrol

82土9bpm(mean全50)に比し， β越関折灘投与下で

51土5bpmと有窓に 滅少を認 めた(p<O.05)f;l，

dioopyramidc役与下では有意差を認めなかった収縮

捌血ぜEはcontrol時 140土16rnmHgであったが。β遮

断線役与下でのみ有"な低下を認めた(104企7

mmHg; p<0，.05) 方 図 1Bの剣〈安静時最大

L問、Gは"川，，1時"主33mmHgに対し，β湾問""

役与下で肱81+2611UUHgと有窓な改善効果を認めな

かったが.d凶 pyramide役与下の級大L.Vf'Glま30<

17m叫"<行官に改傍効艇を認めた(p<0.05)
闘2にDSEにお防る最大 LVPG(図2Al， doubl~ 

productsの微移(図2J.1lを示した Cont代01に比し

，;銅版pyr~mklc 役与後では dobula，削除の"段慨にお

いて.'!i:傍a与のみなら抗負荷"のa最大LV問時"
に改善させたしかし伝がら.d臥，blepr吋lICts'1;'は問

解欄で各段階ともに有意釜を認めなかった

なお .. 恒例金例でd情。pyramid~ 役与綾. NYHA 

分刻が1"と臨床結状の改畿を認め，引き畿き外来に
て内服劃雌.値観『わである

s 響調R
Disopyramideによる HO印 の左室ilII.lII路E蚊差
の改普効果についてはま準鉱強健の改普"や。SAMの

e隠滅， 産室前同区出時間同艦長"や駆出加速度の減少町時
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3) f.1a凶ubara1'1， Nakatani S. Nallata S. et al 

関 2

;戸考え勺れているが，これらほ"ωpyramid胞の陰株

君主力作mおよび習を弛緩~mによるものと推察されてい

る本研究において曲ωyramideほβ遮断第に比し.

安静時のdoublepr制 C胞の有恕な減少4をきたさすに
産第提出路庄絞殺を改鋳させていたこと，また [)SE

時の各~J\i時に"いても岡閣に doublc pr，ωOC"の有

窓&減少そ認めずにさI:~梶山路"'級銀を故脅させてい

たことから..陰性変力作用よりは@しろ"釦""

側、ideの".. 健作問がより有効に働いていたことが
考えられる



SaluUlry effect of disopyramide 00 left 

ventriculllT dill坑olicfunction in hypertrophic 
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交感神経活動から心拍，血圧変動への

伝達特性に及ぽす下半身陰圧負荷の影響

中凶明夫・ 古荘浩司・丸山美知郎・.，附圭一・ 高村雅之・

湯浅去を昨長井英夫・ 阪上学・小林健『・ E福岡重男・・

~拍，血圧変動は交感神経. ，副交感神経のパランス

の間接的m槻主しで用いられている1).-n，近年筋実
感神鋭活動(以下MSNA)についても周波数角形析告用

いた検討の報告がみられるよろになっているgω 19げ泡

年，我々は安静仰巨人位においてはMSNAは血圧変動

の低周波成分金制御するのに対し，心拍没劾の惜周波

成分に対する MSNAの影智陪小さりことを明らかに

した伸しかしこの関線が交感神経活動が苅逃した状

簡においてどのように変化するかは明らかではない

そこで今回，下半身陰極負荷(以下LBNP)により交感

仰経活動を冗進させ，心拒む血正変動の低周波成分と

MSNAω関係を検吋した

5 対"と方法
省年健傭人 10例，平均年齢20.5会0.3械を対象にむ

電幽，観血的動脈!c.呼吸曲線およびMSNAの同聞記

録を行った。s.照 lilleの記録後，LBNPを-10nunHg 

から-40mmHgまで段階的に行い，それぞれの状閣

で多次元自己閤帰モダルへの当てはめから赤池のパワ

寄与市を求め.MSNAからω相，血座変動へι膨容

を求め比厳した

亦池"パワー寄与星野相続念は，フィードパックを伴

うc10zedloopのなかで.多次元自己箇婦モデルへの

当てはめから，どの因子がどの因子巳対しどの租度の

"響をおよぼしているかを解析する方訟である 例と

して，ある因子か旬川Wパ羽子に対するパワ 寄与率が

oである治合，その周波数帯での影卿は金〈な<.反
対比 1である場合，その周校教帯において完全に制御

されていることを意味する刷

金択大学医学部第l肉料
同 保健常科

(字削胡l金根市室町四 日

s結果
s，開lineからUlNl'の険"を大き〈するに伴い，

MSNAの加筒，，.が""釘しb.閣の火ききも増火し

た i 分聞の b，肉誌数は FI~sclinc において 15.5 :l:U

であったのに対しLBNP-lOmmHgで陪 19.0:Jヒ

3.5.ー20mmsgでは 22.2土3.5，-30mmHgでは
28.0土3.9，-4泊町lmHgでは 34. 8::!: 5.0 1:.いずれも有

意に増加し LBNPにより，除原依有性に交峰神経活動

ヵηZ巡した
RR '"恨の変化では.B.鎗 lineは9削企37，醍包で!

LBNP-I0 mrnHgでは913:HOrn関， e得意差是を認

めなかったが， -20mmHgでは877土37πlBeC. ω 

mmHg L' 823士3.1mscc， -40 mmBgで742全30
m梧Cと有意に短敏した

ßa~eHne の収縮期.，，1' 肱 U3土7mmHgであった

がLBNPにより有意に低下し s.蹴，lin..との個々の対

比では 10mmHgのuo主7mmJ[g， -30 mml胞の
1批 5nunHg. -40 nunHIIの103土5mmHgにおい

て有意差を認めた

血圧の低周波成分に吋する MSNAの影習は

BaRelineで O.56:tO.09.-10 mmHgで0.66主。ω，-20mmHgで0.70+0.10，ー初 mmHgL' 
O.H土O附.-40 mmJ[gで0.54主O.IUであり LllNP

による有意な変化は認め生かった

心拍の低周滋成分に対する MSNAの修腎肱

Basclincで0.12:l:0. 04， -10 mmB"でO.H土
O.04.-20mmHgでO.24:i:.O.06，-30 rnmHgで

0.24土O附， -40mmHgで0.23土0.07であり LBNP

による有望まな変化は認めなかった(図11.

8 考銀
心拍，血正変動は自鎗神経の問機的都価に広〈用い

られているが。血E変覇防ゆ低周連安減分は血管運創世安
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から RR間隔の低匂議成分への意地の"ワ 寄与取に斜よほすLDNJ'の

感神銀.反映しているのに対し，心拍変動のほ周波成

分は俊僻時においては焚感神憾の状似をあまり反地し

ていないとされている・'.-1i. J侵略静径稲動が冗越し
た状舗では心納変動の低周波成分は榊加することよ

り。焚噌晴晦活動のを犬簡により受8仰雌から。心納金
動")~則被成分への彫響が変化する可能性がある.そ
こで今副LllNPにより交信神経を元通させた状態で

のMSNAから.(..t泊。自度変動崎山崎被成分への膨容

を比較した今闘の倹討で1;1:， MSNAから蜘直変調ω

侃周波日成分への彫皆は llaselincにおいて切でに大会

信関与がみられ.LBNPによる交感神修活動の綱大に

かかれbず，その寄与率は依ぽー定を示した ー方。
MSNAからむ鈎変動の低周波h処分への修響では

'"網目!ineでの閥与は少なく ，LBNP巴よる交感神路活

働問光進状悠においても MSNAの祖母与事に有怠$変

化を認め〈まかった すなおら，安婦樽緩系は心州微調

節に対し.安鯵仰臥位k立位κ伴う交感仰縫話動光遮

状邸でその伝遥特性に変化量〈。立依によるむ泊変動

".低r.l ~案成分の憎加は入力の櫛加による変化と思われ

た.

必 m..1I1調叩地

s 
11 

1・聞"回附

図 B

附静 プnグラムパッケ ジTIMSACをど復供a
..した'"十鰍理研究所の論先生方位厚〈感謝~し

車す
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圧受容体反射感受性に対する β受容体遮断薬の効果

三好邦・山本真千子・ 佐厳"'.碓井伸 ・ 吉岡康太郎・

洋光雄介・ 五十嵐盛雄・永向相幸・桐ケ谷犠・

小笠原磁・相海山値・ 飯沼宏之・加盤振和三・

s 目的
β受容体道断寮による心臓突然死砂了防効拠につい

ては様々な報告"が見られるが，そのむ擁保龍作用の

詳網については未だ明らかにされていない その効果

の一部に院心臓受峰神経系の抑制eとよりJ!i1E心室性不
鐙械の発生が掬え句れることにより発現すると考えら

れる 一方で盛血検心"'w.心才企等において信心臓
逃走神経の椛動低下が認められており。心事故心臓

突然比との関趣が示唆されている州 またSchwartR

らは心筋極通の死亡例では生符例に比綬して正受容体

反射鱈受性(B[~S) t.1l低下しており.'f後制定因子とし

て重要である，としているのこのことより心療患にお

りるβ受容体遺閣輔の心保護作問は交贈神経活性の

依下作用とともに心餓迷走神膨活性克也作期も関係し

ていることが予組事れる

一般に心臓途迭神鋭活性"評価はω号安併時ω相変動
スペクトル解析(HRV)の粛周波成分，およびllRSに

で定量的に評価可能でsるとされている
今幽は各8臨む疾患において安俗時における BeattD 
"'"'の心場変動(RR附繍)と瓜間変動を測定。パワーー
スベクトル法"よぴSeqllt'lItial滋を附いて，β受容体

辺倒灘投与前後に.t3l:tる心舗出走悌8援活伶， SRSを測
定し， β受容体d聖断痛の心服迷走神経に与える劾燥に
ついて検証した

s対象と方海
対象はβ受容体遺附?艇の役与を受げている各省ω
疾患患者 20人(別性 15人，女性S人，平均65.2土，. 0 

歳}で，蝦血慨し、炭息10人 尚血圧?人."ミ鞍脈3人

でh9. 3人に篇尿病問合併を認めた

噌ゆ心&Ifl'!flif究所
何冊聞2醐醐附帥 7-3-10)

BRSはFinaprω・(Ohmeda社製〉およびω暗闘を
用い. 1拍 l拍の RR附聞と それに刻応する収縮刷

の曲I!E'測定，安併時5分間の収鰯矧耐圧と"民間隔

が三連製以上同じ方向に変化する左きの附者の直線網

関関係式を求め."が0.8:'以ょの傾きを平均して求め

た"'"巴ntial訣}
心拍変動スペクトル肱安静時5分間のRR附隔の時

系列を商逮プーリエ変衡にて解噺し O . 15~O.5Hz を

高周滋成分(HF)とし，副交感神経蛸動の指憾とした

また 00凶叶 1511zを低周波成分(LF)とし低周温度成

分と商凋波成分の比を求め，交感神経活動叫術婦とし

た

まず，受容体遮脈事官以外の損菌剤を"mした状飽で
IJRS J; HRVを測定.その後1-2:tJ月間A"凶"ω
を12.5-5!lm哩内問。，.礎心侠""噌悪のないととを

僻認のよ1 再度llRSとHRVを測定し比較検討し

1た

s結果
，受容体逃断薬役与にて益鍵心疾H患の噌績をみた雄
例r~t..:かヮた安静碕RR間闘は投与前総8全105から

1.0，')2土w5π副p<O.Ot)と宿意に延長した似....血
尿 (SBP)は 12U:I土14.9から 121.3土11.5mmllg 

(p "' O.28) と依下する傾向がみられたが統計全i"1lI~革審

釜は認めなかった(t!l1l

HRVの解析，:'[;1:，副愛想神経活動の抱標と考えら

れる商周波成分山，唱 HF-RR)依1.62:t0.42から
l.92土O.43(p<O.Ol)とイf窓差壱もって網加し，また
交婚神経話動の舗標としての低阿波成分と高周波成分

の比(JOI:!" LF!HF-Rωは.0.01土0.38から-0鈴土
O.46(pく0ω}と低下した{図21

また忌quential法より求めた BRSは。 6【"土2.9

から 9.40土5.0m:s/mmHgと上昇を示した{凶3)
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めた'"怯~~に k払1IlllW li減

少した

"隆容体温'"‘&4R畿の"脈8の変化
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s 者寮
研究の対m!.u::例には臨版物に明らかな心不全包例は
含まれなかヮたがβ受容体選断罰百役与にて版疾患の

網婦を認めた症例以なしいずれも安全に施待し得た

各.. む疾患に"いて予後規定因子として'"凝視され

ている BRSやHRVQ) HF は，主に副安居神錨活動

を反映している之考えられるが，これらの循繍"今回

の"究では β受望書体遇断灘投与により明らかな改蓄

をみた これ Sβ受容体進W磁の.，製が交感神経受容

体を遮断するだ"で必〈。何らかの機序により副交感

神経訴愉を祈位化さぜていることを示唆していると彼

測される.Abladらは動物実殿でMct(l(')rorも"

Atenorolの効般の遣いを比度検討したへその信かで

加治性BBで.る Metoprnrolのほフが副突感神斜活

動に対切る効換が強いζとを示したが，これま β受容

体選断羽置の中継樽純系での作用を反映したものと場え

られる今自の研究は水橋性のβ受容体遺斬掘である

Atenorolを使用したため中似神経での作用除弱いと

雛測されるが.拠隠にBl{SやHFの変化は有震なも
のであヲた β受容体遺断襲の作用として，他にもむ機

能"改善や徹也体紘神凶子を介手る作用などがあるた

め.BRSゃHF0)変化の間序U本研究で怯明らかでは

な(，今後，検討を製するものである しかしβ受容

4小選断書震の予後日，..御巣には BRS.HF (1;改嘗が関与

している可能性が示唆された

， x猷
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虚血性心疾思症例における QTdispe悶IOnと

運動負荷誘発性不整脈に関する検討

満潮凡平・ 辻本哲也・訴都見・・・ 上畑附提I ~~t'す克弘?

筑川 .，・ 盟村公生・ ホ悩雅彦' 閤岡利彦"勝繁ヲ軍"

冗寸繍ー成tI ](井誠ー・・・ 大鈴文孝・ 覆凹 尽1・・

履近海動負制誘発性心筋a血により QTdis鷲附"
が大き〈徹るとする桜告がある" .た.QT disper 

，""凶OJ'1Jj噂偵として"間金周いるとむ宅解放鎗症の

榊加を予測できるとする報告もある'にさらに.Stolet 

叫yらはヨ》中年女色においては運動負荷心電闘のST

民gmcntだげでは偽岡崎性が多いが， とれにQTdisper 

$10nの判定結箪を加えると雌血位心疾慰霊例の診断

事治高まると報告している 我々は 鍾政的翼活動線形

成術(PTCA)の成功により， "陸血怜ι守実忠にお防る延

長したQTdis:担 rslon値が改書すると報告した" こ

れらの傾告よりむ筋虚血と QTdispcrsionが関係して

いるとdゆえられる 12 i!U'。地闘より得られた QT
d町苦情。nI~. 心筋雌血によ り延長し，主主死性不登1\

の""堅因子として注目されているが虚血性心疾患恒

例に..，るQTdispcrsionと組勧誘婚性の心室恒捌外

収縮との闘係を検討した制約"少ない そこで，窓研

究では.'!i.鱒時にQTdispe到。恨の延長を認めている

随血性も療鳳疲例に運動負荷を加えQTd句附唱。nの

地恕を誘婚した障に備不盤脈が生じるか百合、を心窓性

期桝収納の鎖度で調ぺた

. ，ち'"
対象症例は冠動脈泡鯵にで有愈侠穆(>70%)を認

める窓動脈疾'"20盤側で， PTCA前のト μッドミル

遜動負荷量変厳(臼nω 訟，位候限界性負荷試験)で虚血

性心電閣変化が認められ.PTCAの適応があると認め

られた位例である PTCAbIi行後の筏存総司僚が2;%

防雌斜問問自内"

。 向 僻究センタ

'" 同 僚予定趨

内四・'"所拠出草木3-%1

，=術恥収鮪...ヰ

"。胸中蛸刷約

以下の時I'TCA成功tl-， PTCA 成功例を本研究の

対象例とした QT dis似~ion の計調は PTCA の 7均

時間前に記録した 12ilI'I1!J心電図から求めることとし，

最大QH'聞から緑小QT町周を引き算し.QT dis-
伊rSlonを求めた さらにI'TCAの修者として.

P1'CA絡行72時間後に記録した 12誘噂心電図から

同様に QTdis開聞のを求めた PTCA前の 12M!Q: 
心匂図において対象症例 h QT dispcrsionが60ms 
以Lの症例都をQTdispersion艦長縛15Iif.例{平均

"之.'"とし (Camhell ら'の ~.!I!i)，とれ朱測の正錦

繍."慌例円'勾"土"蔵)の2群に分げた門'CA

前の組頭抱負街試駿に"砂る遺動負荷時のむ省首位制外収

納の拐犯鋲l貨を剥ぺた 安静要事の3分間心."図で心"
佳捌外政縮を認めておらず運動飽前中に出当首位期外

収舗を認めた，ものを“選覇防負荷誘同陥性心笠性期外収縮

あり"とし，運動負荷滋験を通じて心盆性捌外収縮が

認められなかったものを一運動負荷誘発性む貧俊則外

収縮~し聞とした

8結果
QT di~pet1!ion 鍾長群にお砂る PTCA の QT dis， 

'"も 00への修相撃を箇1に示した PTCA継行により

QT dispc筒'"は， 1ヨTCA附の9O+30msより PTCA

後の7c主2悶 m同へ宿意(p<O.05) に魁節した白 QTdi~

perslOn正常健勝の円'CAのQTd時制rSIC川組への

膨穫をしらべると図2のごとく.PTCA削の50ゴヒ13

m. より PTC^ 後の関士2O~への変化にとどまり

釘までは仕かった QTdispe白血延長醇と QTdi3 

p"ョ0"'正常."，の聞で選動耐容能時附{平均256秒

、古平幼28.砂} 虚蜘性ST舵寝m朋 t降下皮{平幼-

1.7剛111I'S平均 1.2 mm)および有窓の園陸血性心電

図変化を認める心電図ま費潟数{平均3.6務場"平吻

2.0鵠羽}を比e穫すると有意の差は認められ盆かった
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QT dlspml側延長携に詑ける円臥の"'"明rolonにn，ます'帽

ω 

.'" 'TCA 

図 1

ぷ一
•• 

" 
h臥"“

.T<鳩隣・[onIE常務におけるP1'CAのQTd["p"ro[onに及tます彫冨

5 考省官
安静時より QTdispcrsionが延長し，さらに巡働負

荷鰐宛怯心筋園陸血が負荷されても必ずしも心室怜期外

収縮鎖皮の凋加は認められなかった 鍛近。z.以北~.. 

U必ずしも QTdi笥lCrs'Otlの網"が心修躯塞後"症例
で心羽信銀予測因子区成ら~かヲたとしてお り.QT dis-
m問。"の魅艮と他1;筆脈慢との関与は疑問復され

P，. .T“ 

函3に示したごと〈 遁動負荷宮崎貧におげる心当在住期

外収鮪読発症例叙度の比般では，QT dispendo~ 繕録
"で1/15(33%)であったのに対し Q1'dispersion正

常値群で2!5(ω%)と"例敏陪少ないが両側附で有怠

の釜は認められ 旨かった

図z
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"' • QT 0酬 1叫閥

目前 o;.oo，， ~l[酬

日 {・叫}

図 3 Q'f曲.Jl"fAlOs嵐長有無による運動観発勧心室性期舛収縮鏑般の比級

るしかし。 Nakaら・'liR々 と陶磁に，PTCAにより

QT disl蛇附加は改脅し， QT dぉ開問仰と心筋虚血

との関係を君、唆しており，心筋嘘血の指惚としてQT

dis~時1'lI1O~は今後注目すべきとt与えられる
司""裂の結保では組例数"限られているため結諭.

得るの肱織しいが， QT d日開尚 ω延長および巡勧誘

発性心筋溢血は必ずしも避勧爆知性不艶脈頻度に関与

しない可飽佐官匂示宅録された
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肥大型心筋症における運動時QTcdispersionの検討
運動負荷201Tl心筋ンンチグラフィとの対比

菊池佼りた・ 松本 OJ'宝宏子・ 利凶盤郁・ 古閑典子・
模早苗・育園輝久・大賀雅信・ 池間久総・今泉勉・

QT d略拠向。1¥(Q1'd)は銀河lIilH秀都心暗図に幻砂

る最大Q1'PO断とa最小QT間隔との差として足a突き
れ.QTdの鉱大は心室筋再分婚の不均一世と関連する

ことが知られており，近年，，，.な心室性不盤脈むよび

心仮契餓死の鮒側な予測図子kしての有則性が注目さ

れている附さらに1近年QTdおよびニれを Ba~cll

の試で補正しQTc(!js世印刷(Q1'cd)1I塩野E氏自信廊血

行に"りる速動負荷前後で訓聞大ずることが綴告され

たれ

今自我々拡肥大型心筋症(HCM)患者にお"る巡

動負荷2伽Tl選動負荷心筋シンチグヲ フィ m~匂 "1'1)

に忠げるー過位心筋虚血所見と，遺動負荷前後の

Q1'd. QTcdとの測拙について般討した

S 対像
対象は， Ex-T! Jjを..行し得た HCM47例(刻佐知

例，女性12例 >，陶年齢"企13歳) 金例程掛脈遺影

にて有怠冠動総狭噌のないことを鑑認しているまた，

胸プロヲクやQRS時間().12秒以上の心軍内伝導隙

告のある例。VaughamWi lJiam~ ~湘の 1 .軌， ，君事

および川僻説不跨脈擦の役与されている例，心房細鴎ι
心腕組働例必よぴ心エコー図上左，，，.尚路に照較差の

おるM:ts~地ËØlJl1除外した
また。棟割匹12訴持心電図において9誘導以上でQT

附附が欄定可艇な症例に限定した

5 方法
IICM血者には自伝阜エルゴメ】タを刈いて症候限

界性に週働負硝.行い 負最大遜動偽柑時に 2011'1 ~ 

111-148MIkJそ僻注し，さ勺に i 分間同一運動務~

久留殺人.医学.，廓3内側
伸醐咽1久留山川

の負荷をか砂，負荷直後と 4時間後に:;PE心T幅換を俗
僧した。車た，運動負荷自'!<静時と，白石背後閥復期に

ある"度ω微日肢が減少し有識の終末Ol"磁の開始部
が明障に分障できる時点のQT周隔を測定し，QTd 

(QTd: QTma認-QT01il1)を鉱山ずるとと bに，

R.尻崎"の式(QTc"'QTIザRIUより QTc(J(Qγ，d
QTrnaJ梶-QTcmin)i' ~事幽した伝.， Qτ 周嗣U

QR5談開始点よりT滋終本部とし。u.監が認められた
掲合にはT放下降線の傍線と T-刊凶副".の交点.

T!度終末協とした心電図上少なくとも 9誘導でQT

附附が測定可能な寵例のみに限定した

E，，-TIによる HCM患者のn草分"は， Ex-TI Q) 
SI'I::CT.において心筋金計18樹被に分銅し， 復党抑

価 ζより 5段閣のdd∞tscoreをつ"，閥1)，再分布

像で2段階以上改芦した領峨安 造性欠網'"'市川u

defect : 1'0)領織 mw:像でd<'∞tscor巴 2以上で
再分布像でも 制I_inのない領域を制定火鋼(fixed

do'，削 ['1封鎖織とし""総ienldefectと伽吋defect
の有無により。HCM忠告会 TllU.FD 僻，TD備績
と FD筒峨が併作する TD ~トFD'字，さらに明らかな集

積低下のないN併の 5~kこ分りた。

タよ>，::t.t~として トレ γ 下ミ ル運動負荷鼠厳“おい

て虚血性51'-1'変化のなかった2<l名会健常者詳，c
"Jとして，同様に巡動負荷前検でのQ1'd.QTcdを篠
出した

S結集

会 HCM臥者"例中， 1'D酔は 15例，FO群'"
例 TD+FD鮮が6例， N"が19例であヲた袋1に

それぞれの鮮の臨床的拘徴を示相

HCMnと健常利鮮にj;ll'る週動負荷附安併時の

QTd(C lIt初:t9ms，HCM彬6O.0:t17ms. p< 
0.0(1)と QTcdlCD : 32.2土 7 . 2m~ . HCMn  
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器製 IUCM各種曜の臨床所見の符視
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M/F 35/12 'L 
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3=severely reduced 

4=no uptake 
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pre Ex. post Ex 
-_...・......叫F噂EII. " .~"11皿~".

国 4HCM膏騨甜よ"醤常剖聞曹にお同量動員荷前世の前'd，(rrcd宿町ヒ

65.2:i:18.2n篭. p<O 側I )I~ . いずれ{， cø l::比叡し

τI-ICM .，で有志に大であヲたt図2l
HCM 4併に>>材る還動負荷前安傍時のQTdおよ

びQT'"はいずれも FD鮮において録大で.った{園

" HCM ti-Jf;:Uょぴ健常対側勝に"砂る運動負荷前後
11) QTd. QTctl '~TD害容ではいずれも辺助後に有窓に

網目加し(QTd: 5~ .O:f: 13. 7 .... 62.3主15.1ms，p< 

。“.QTcd: 58.8土問。-78.5J;19.9ms，p< 
0.01). TD+FDBJで~QTcd 11)み有量障に増加した

(69.3企U....91.9全'.9四百島，<0・51 これに対し.
F01l!(QTd: 81.4企11.1-η ‘怠9.9m島 QTcd
関 6:tlO.9-87.8土11.3)，N併(QTd:55.&:f:17.3 
-49.5主16.1ms. QT，ω 切 2企18.3-63.5主19.1
ms). 1$よぴC併(QTd: 2(;.1土9.2-0  23.3土6.9ms.
QTcd: 34.2土6.8-・ 3~.2企6.8)に"いては QTd.



QToIと色伝運動繭.. で有温訟に変化し仕かラた

， ..鎗
今聞の験前で1:，(1) HCM邸者では健常者と比して

QTd. f.lTcdともに有窟に大であ9た位1Ex-T!上，
ー過性.山河野見を島ヲる HCM.w.有において.運動負

雨前後に QTιQTcd ともに瑚加する傾同に~ヲた

t¥!!Jfl121持層略".. 爾に."る QTdは.ゐ宝飾再分極過
舗のイド偽H金を反映する術劇'"えられ.心優患にお
防る.. 値不笠原や心・3絶餓死の予測因子としての有用
性が注目されている 13，，，官 らは心不全血者の".阿

の経過般.'Pに.突燃死した患者は生存"符.心不全
死.t¥tfに比して統計的にQTcdispen;lonが有怠に大
であるζとを似合した".E火型心筋鑑の忠告におい
て1:，II崎温ちがむ盆鎖倒(VT:3麹舟以上}の出場と

QT'渇似，"，00との関連を倹討し.VT"において有
志にQTdl~pel'$ion(QTc dis開附;01¥):0智大でるること

を'"ーしている叱

近年で陪窓四時限後息患者において ntrlalpad暗に

よヲて..，もされた急性心調書虚血や週動負測による心節

.."によってQTdis開削闘が期大するこ とが綴告さ

れ， 心筋虚血'QTdのdynnmic盆変化との関速が示
唆されているが捌.今困の検討から HCMにおいても

遺動鱒売性心防虚血により QTd.Q'市叫が崎大ずる可

飯性が示唆された なお。今回の険制で...例散が少

な〈 鐘必‘田中突餓死を4きたした使例や抑"録性心

宣銅m.編した篠例で"Ell"Tlを胞仔し裕た..例臨

すでにア選定グロンや1UIIPr-1l脈東投与されていた
り， QKS舗の淘大が"られたたの船外している した

がって.HCM鹿鳴のQTd，QTcdが週動向術後に3省
大すると とと.，.，産不農民症との脳岬凪速について

は冒及でーない HCM 患者におりる麹動負荷前後の

QTd. QTcdの変化が.その後の".な不皇民イペン
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トの予知に術mでるるかどうか伝ついて. 今後.."
tきれるべ盆震周でhる&思bれる

s・a・
蕩a抱負荷"吋1心筋シンチグラフィにおいてー過性
..血所見をi込する HCM.t.!f1では巡動負荷前後で
QToIが網目大したことから.HCMでは運動閣発性心

筋鹿血が心."，帯分舗油製の不均一位に関与する可能

性が掲示唆された
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31 Rω巾卵taG.Singh)P，M叫BM. Carvalho C卸"'
川町岡山間岡山目山崎卵

QT inlerval d附 rsion.Am Hearl J 1醐
136 : 88-92 

" B叫11.G. Miorelli M， TぽTini1'. Melac川 p，"，

NIIVII A: Comp喝risonof QT dilq:草間伺 M

hypcnro 市町 a'" 制百四拠出y陵~ ，酬明.. 

制 thaoo without ve伺，，"川arlu'mylhmIas and 
副岨血ndeath. Am /白 rdiol1993 : 7:2 : m-976 

5) 51附刊ω~，Ta脚内P，Sutton剛.Walk町 JM

IInd Hnrdman SM: Acute ischaemia: a 

dl'1Ulmic i凶I~印。n QT di嗣剛。， [臨c。肝

m酬・1.Ltm削醐7醐蝿抑
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僧帽弁逸脱にお付る TWave Altern訓 ceの意義

野村昌弘・ 前島等・ ~，凶智" . 近雄参・ 由岐中道子・

斎雌鰹・ 犬木燥・ 伊槻進・ 中原虫・・

s 目的
T Wave Allem包陥{口，¥'Alと心宣性不整脈と叫刻

適性吋."告されており その出現に肱心伯敏，交辱神

続.V筋虚血I 体温等が膨..するとされている これ

まで，融血怜心S足Jl!."，純知性心筋街".QT ~民症候
俳句CおいてτWAとむ寧候不磨脈発生との関連性に

ついては鰍告されているが!自律神緩契常を荷車に合

併する倒帽舟逸脱(MVP)におげる報告はみられない

今岡，健常例および僧欄弁進脱例に自転淑エルゴメ

タ負荷時の TWavc Altern祖nce("!'WA)について験

前いおわぜてω;i!::.!i!娼電位(1alepolcnliaDとの関速
についても繍H討した

S 対象Sヲよぴ方漆
僧帽舟過脱例10例(MVPIl)および健鎗例 10例

'NI仰を対象とした TWAの続出は。 Cambrldc
H間同社製のストレスシλテムC1I2以淘をmぃ，安静
時および自転車ヱルゴメータにより心納数を 110H)

以上によ界させ。'"む柏加算により測定した TWA

の陶性"噂は，心4拘数がllQI分に.t界する遇制におい
て。 Altern~nce Voltagc(Va lt)が1.9μV以上，かっ

Allern祖 ωRalioが3.0以上がl分以 k連続して山
理足した楊合を陽性とした

心電週緩噂位(1Mepotctltial)の有無の評価比プク

グ電子社製VじM 刻JOOをffj".平均加"化心憎凶を記

録して検討した.

また.'A'静川駅与および運動負荷時にお砂る心電図RR

間隔デ タより心相変動スペクトル解析(Mcm印刷

会用いて 低周量産成分(LFpower)，商同S度成分(HF

制大相抑制内側

. 闘将1，J;~JI!

('1' 770.8503 徳島市線本町 2.50.1)

power)およびLF/HF比を計算し向律神経俊能を調

べたさらに。 '''l-met包目。dobenzylguanidine(MIRG) 

心筋シンチグラ7<の洗いIUし寧より心服喪感除制機

能を岡郡伺で比・費した

s結果
1) TWAおよびlatc1>01(:川ia!1lI現車
園iに僧帽弁泡脱において TWAが陽性で必勺た

.. 例のザマリ νポ トを示した eVMはおいて，
V~lt は 2 .7 /lV， Alterna附 Ratio は1O.~で陽性器搬

を満たした MVP!Jでは2伊tでTWAが陽性であっ

たが.N君事では会例陰散であった Late potent!alは

"'容では金側険性であったが MVPDで I~3例で陽

性であった しかし.MVP 111:0") lalc I刑制tiall陰性例

にMいても TWへ陽性例を認めた

z)心納!!l:j動スペクトル解析

臥位安静にお防る心鈎変動スペクトル隊斬では.LF 

似洲町値幻よぴHFpow官鱗は.N'"およびMvr醇

に付いて有"登.，，~なかフた しかし， LF/HFは

MVPDで1.6主0.8.N併で0.9ま0.6であり， MVP 

"で有奴に筒値であった(p<O.05) さらに.MVI' U 

のうち TWA扇性例と TWA陰性例について巡動負

荷時にお砂る LFfl.Wの噌加車を比継すると， TWA 
陰性例で1.4借白 TWA脇佳例で3.2併の.."車そ示
し，TWA陽故mで商悩であった
3) "'j-M!BGシンヂグラブィにお砂る洗い出し郡

関2にNllIおよびMVP併に必いて。 I畑[-MJUG扱

い出し}f.~比舷した N Ilに比して tllVP鮮の淡いu，
し準は嶋加して"り，引VA陽特例では，TWA陰性例

に比して商鏑であった



川む腺 Vol.31 SUPP1.2 (1ゆ明 " 

且2・
間 .00 
(8PMI 

8・
初指...
@ 

2.......-'-，...'-'，'"，. 
11，，1 .. a 
《明V】 • 
. ~ 

.. 
" 
" H-!寸11"1"ltll!"l・'f"t正'1"1("'1'11"1也 1'1'1'I I 
." IU I.LJMLll-bH ~1I1-:，t11-時抽オ，1，岨H::-ト十fll

M ド

'" 酬 '" @ 
E 

Il..p ••• @ 
関

m 初。elta @ 

胃 E ・ 唱，.- ，- -~ ・・

，-
m 

11.J.IIII.l.11j出|一刷 出 tt|刊 λ... ・r凪.. ・

“・
銅M

6 ~ 

図 ' 僧帽鼻遺温風例のサマリーレポート (TWA居眠例}

s 考俊
""年".副lbaum.Cohco '::")はマイクロボルト
オーダーの微小なす¥VAが柿続性む京頻柏と"綾な
限瞳怪があるととを報告した Smithf.>"t:l:.その発生
健闘ドとして'"筋細胞νペルの補助電位.ルタナンスや
む舗の不応期の延長ゃ不絢ー分布による電気位J'.III.:!f.的

不安定径の存称を報告しているが。白悌神経指動aこ
の心筋不応期や興.伝導に""を与えると考えられる

が，自徐神経と TWAの聞連性についての桜告は少.

い本研究では， 側側弁逸脱例において.lIHBG心焔

シンチグラフィにおげる洗川出し調停の噌加やも判会勤

スペタトル解併による安併時"よぴ述調防負荷時の

LF!JlF比の憎凪すなわち交慰神経活動の克過が僧
朗弁逸脱例のうち TWA鴎伶例に高額度に認められ

た また，late pωtenli叫険性例においても.TWA脇

役例を認め。何者の関連伎はみらtないと考えられた

僧側弁注視iま 自律符緩慢限無常を荷車に合併し，

特に実感神似."長λ五割ま運動によるノルアドレナリン
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図 2 N"およびslVI'鮮の旗い幽し事

鱒の上昇をきたし，左心予織雌の依下をきたしうると

鰍侍されている・1今回の鎗討において，TWAの出現

と運動に停う交感神経機能元遂による自律仰位機能異

常との閥迎怯が披察された

s結集
僧帽弁過般にお砂る TWA出1，1/.1;1:， latc potcnlial 

との関連性は認められなか。たが逮動時の交感神経

後飽の光巡とは信んらかの関巡性があると考えられ

た.

s文態。Roscnbaum1)5. 1ilCk掬 nlE. Smi山 JM.ct調1
Electrical allcn附随，rnJ .叫nerabil1ity to 

ventricular aπh円hmin~. N El!glJ Med 1991 

262 : ~.~N~O 

2) Ncaring R口OcstcrleSN and Verrier RL 
Quan日ificationofぽ hcmia-induccdvulnera凶1

Ity by precor.山31T -wave alter開 nsanalysis in 

dog anl1 hum肌 Cmdiô"IlScRes 1994 : 28: 1“。
-1449 

3) Kent S. Fe棺U羽 nM. TrOtt.-1 R. ct al : T wavc 
山crna附 a飴総ciated 、~'ith HlV cardiom卯阿

ili，ヘmγthromycinthcr卸 Y.and electrolyte dis 

turbancesおrdhMedJ 19闘 91 : 7市町一7渇

" zγcba W. Mo脳 A1.Le Cessie S. d al : T WllVC 
alternans in idiopathic long QT 町ndrome

JA出血4: 23 : 1541-1546 
5) Smilh 1M. CJa冊cyEA. Valeri CR， ct al : F.lrx:tri 
cal a1tcTl浦nsanl1 c~rdiac eJectrical in同abiliry
G耐'trli()//I醐行 110-121

6) Kawano T. Oki T. Uchid司T.elal:l川、'"嗣tト'"
of the 111;lral valve ;n nonnal and prolap健d

mitral 刈 Ives.} C訓 "011989 : 21 (suppl) : 43 

" 
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心サルコイドーシス患者における

T wave alternansの検討

嶋地健・ 木下優・ 加麟千雄・近紙均・夜逃佳彦・

近年Cohenら"により microyoltlc叫でのT放の

交互変化を測定する T wav~ altemans(以下TWA)

が，致死的む当首位不厳脈の予郡因子の っとして有用

であると報告され，その後注目を集めている 心サル

コイド m シス{以下心サ位)に合併する不整脈として

は，完全房宣プロックに代表される現阿波伝導系の陣容

によミるものがよ〈知られているが，心室額約を含む心

3区役不建脈"も多々経験する 今までにQT延長組依
君私心筋梅撰やむ筋症風者でのτWAについての報

告刈まあるが，心サ復についての報告はないぞとで今

開設々は'C'サ..におげる TWAについて検討した

o'対象
C包囲 I Age l~x l ECG 

" 
F CRmls 

s対象および方法
組織誇断または臨床診断にて確定された完全房室プ

ロックを伴わない心ゅ盆6例を対象とした{表1) 対

象6症例の内訳は"性3例.女性2例.平崎与鈎47.5

歳であった 6.中持続性心宣銅拍が2例，非持続性

む議頻拍が2飢録商2連発までのむ室性期外収簡の

山邸を認めるものが2例であ勺た ".の平鈎主主駆

出率は 45.3%であった。

TWAの潤定には， Cambrfdg邑 H凶rt 社製 CH~刷却

を用いた 自転車エルゴメータによる逮罰的負荷にで心

拍数を 105bpm以しとによ昇苫ぜ，a lternan~ voltal!eが

L9μV以よかっaJternansratio3.0以上が 1分間以

上鰐観して出現した bのを陽性とした

Holter悶 EF(%) 

NSVT " 2 m M LAD， rAVB SV'r " 

.悶保鍵衛生大学医学甥内側

s " F CRBsB NSVT " 
4 '" 

F 山" CI'L '" 
S I50IM I RAD CPL 

“ 
6130lM I CRllI¥H S円 51 

'"醐""凶eteright bu岨 ebranch b旧民 L叫凶
axi. deviation， RAO明 3xi.d胞 ation，1" AVB: 1st 

""関 atrio-ventricularblock， CCWR: counter c10c江川七栂
山川 F:rctnal~. M: tn.lc， NSVT; n~n 幽tain e<l

vemriculm t帥同ia，S円山"'岡山'"血".

chycardia， CPL: c別刷ets，EF(%) : left ventriculareiectio 

"叫'""
{干 (70-119陸 軍明判断沓働岡田講話タ脅 1鎚}
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1)0副lJatorVcntilationを呈するむ篠山車者の心肺週動負荷試験成績の倹討

岩手際問大学山崎琢也ほか .65 

2)心不全患者に必げる呼司吸械式と交感神経活動との関連性

青山際練費高将人掌 五般有紀子.ほか " 

3)心療息占患者の遡勤時における呼気ガス席抱寝の時定数の相E関係

割腹京医斜前斜大学 清水車鵬，ほか 70 

4)近赤舛線分光法(NJSR)による衛僧運動負術品下わ運動筋酸様化事動態の
生理学的岨議静脈胤酸素飽和度変化との対比

"抜大字 石井智骨子， I草か 73 

-目
的運動負荷回復期にお付る一過性心拍笈園出崎大

→鶏裂悶子ゆ検耐と冠血行再建樹首Q後の比較ー

em 

国立循環WI宵センター 図原宜広，ほか 76 

6)運動負荷で高度ST下降を示すがむ鏑シンチでは隆盛虚血である症例の

臨床的特徴

浜松原斜入学 上限IlJ:IjJ'，ほか 70 

7)肥大型閉塗住む筋症のさき豆漉山崎辰鮫楚改替にお付る dIsopyram胞の有用性
Dobuta山，~負荷心エコー訟を用いた検討ー

戸償罰院医斜大学 格闘有鰍，ほか 8I 

8)交感伸続活動から心拍，血圧変動への伝漣特性に及ぼす下半身陰E負荷の修，.
金沢大学中回明夫 ほか 84 

9)匡受容体反射感受性に対する β受容休遮断認の効撚

心拶血管研究所 三好 邦，刷，......86 

elV 
10) I!:血性心僚組症例におりる QTdi~院内'"と運動負荷誘発性不皇室阪に関する倹耐

自陣陣中失術後商滋凡平ほか 89 

III肥大型心筋伎における運動時 QTcdispe出血の検肘

一運動負荷201TI心筋シンチグラフィとの対比

12) 僧伺弁逸鋭にお~る T Wave Altemanceの意義

久積水大学

徳島大字

13)心サルコイドーシス息者にお砂る TWIIVC alter阻陥の偵団

.シμポジウム『循環器負荷鼠織と不盤脈j

1)運動負荷量実績祷発心室頗舶の鎖度k鰻滞

雄創保健衛生大学

塑マリアンナ医科大学

2)心房朔拍，非虚'"性心室頻割自発生にお砂る自律紳繕活動の変動

静縄県立循環溜綱センター

菊池俊夫，ほか 92 

野村E弘，ほか .96 

嶋地 健，ほか 伺

附家俊彦，ほか 102 

内藤滋人， ほか '09 

3)特発性む室頻拍の高周波カデーテルアプレ シヨン前後での巡動負荷償験に対する

反応電気生魁学的検変(心室プログラム刺訟)との比厳舗前

三重大学 大遺[虚也，ほか 114 

4)υ筋便容におげる遂動負荷誘発性VPCの意義

昭綱大学 山中英之，ほか 117 

5)肥大型'L'筋症におげる Twave altemlln喝の倹討

得J戸大学 黒凶横巴，ほか 120 

-飽食封筒 122 



第(6囲循環器負荷研究会

日時半成10年8月i日

会場経日団連会館函際会議勘

t陸路人民桐敏{昭制大学}


